
中部学院大学短期大学部収容定員関係学則変更届出書

　　２０２４年　７月　２５日

　　文 部 科 学 大 臣　殿

学校法人岐阜済美学院　理事長　片桐　武司

　このたび，中部学院大学短期大学部の収容定員に係る学則を変更することについて，学校教育
法第４条第２項及び学校教育法施行令第２３条の２第１項の規定により，別紙書類を添えて届け
出ます。なお，届出の上は，確実に届出に係る計画を履行します。

　こと。

２　「学校教育法第４条第２項」の部分については，届出の内容に応じ，「学校教育法第４条第２項及び学校教育法施行令第２

　３条の２第１項」とすること。

別記様式第１号の２

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

（注）

１　「○○大学○○学部設置」及び「○○大学○○学部を設置」の部分については，届出の内容に応じ，適切に表記を変更する



備 考

　２３条第１項」とすること。

新

設

分

(5) (2) (2) (1) (10)

0 0

(0) (0) (0) (0)

(0) (0)

10

短期大学設置基
準別表第一イに
定める基幹教員
数の四分の三の
数　6人

(5) (2) (2) (1) (10)

0 0 0 0

2 1 10

(5) (2) (2) (1) (10)

0

(0) (0) (0)

0人 28人

(5) (2) (2) (1) (10) (0) (28)

1

(0) (0)

計（ａ～ｄ）
5 2 2 1

10人

10

(0)

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0

学部等の名称
基幹教員

助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

幼児教育学科
5人 2人 2人 1人

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
5 2

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

5 2 2

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習

計 － － －

実験・実習 計

科目 科目 科目 科目

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

なし

単位

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

　幼児教育学科 2 80
(100)

－ 160
(200)

短期大学士
(幼児教育学)

教育学・保育学
関係

令和7年4月
第1年次

同上

岐阜県関市桐ヶ
丘2丁目1番地

新 設 学 部 等 の 目 的

１．幼児教育学科の定員変更
　幼児教育学科は、幼稚園教諭二種免許状の教職課程を有する短大としてこれまでに多くの人材を
養成し、社会に送り出してきた。しかし、昨今の18歳人口の減少に伴い入学者数が入学定員に満た
ないことが近年続いている。入学定員を実態に合わせ適正な定員管理を行うため、入学定員を100
名から80名に変更する。

２．社会福祉学科の定員変更
　社会福祉学科は介護福祉士養成を行う短大としてこれまで多くの人材を養成し、社会に送り出し
ている。現在、介護の現場では恒久的に人材不足が発生しており、さらなる人材養成が介護現場、
社会から求められている。現在、社会福祉学科では特別養護老人ホーム等を運営する社会福祉法人
と連携し、外国人留学生の介護福祉士養成を行っており、この結果、日本人学生を含めた入学者数
は入学定員80人に対し、令和元年度から入学定員を上回っている。こうした結果から、入学定員を
適正規模に図る必要があるため、入学定員を80名から100名に変更する。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位 学位の分野
開設時期及
び開設年次

所在地

　社会福祉学科 2 100
(80)

－ 200
(160)

短期大学士
(生活福祉学)

社会学・社会福
祉学関係

令和7年4月
第1年次

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ﾁｭｳﾌﾞｶﾞｸｲﾝﾀﾞｲｶﾞｸﾀﾝｷﾀﾞｲｶﾞｸﾌﾞ

大 学 の 名 称 中部学院大学短期大学部

大 学 本 部 の 位 置 岐阜県関市桐ヶ丘２丁目１番地

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ 　ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ｷﾞﾌｾｲﾋﾞｶﾞｸｲﾝ

設 置 者 学校法人　岐阜済美学院

大 学 の 目 的

　本学は、教育基本法及び学校教育法に基づき、キリスト教精神による人格教育を基盤として、広
く一般教養として必要な知識を授けるとともに、深く実際に役立つ専門の学芸を教授・研究し、清
らかな人格と高い教養、豊かな情操を養い、よりよき社会人としての人間形成を行うことを目的と
する。
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新

設

分

（　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　　　　） （　　　　　）

〔うち外国書〕 電子図書 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 〔うち外国書〕

（　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　　　　） （　　　　　）

種 〔うち外国書〕 点 点図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌 機械・器具

〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　

計
〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　

標本

教 室 ・ 教 員 研 究 室 教 室 室 教 員 研 究 室 室

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計 中部学院大
学（必要面
積
13,552.7936
㎡）と共用

1,789.71㎡

合 計 0㎡ 122,085㎡

中部学院大
学（必要面
積16,500
㎡）と共用

校 舎 敷 地 0㎡ 112,828㎡ 0㎡ 112,828㎡

そ の 他 0㎡ 9,257㎡ 0㎡

30,339.434㎡ 0㎡ 32,129.144㎡

（1,789.71㎡） （30,339.434㎡） （0㎡） （32,129.144㎡）

計
20 6 26

(20) (6) (26)

0㎡ 122,085㎡

校
　
地
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

9,257㎡

(0) (0)

指 導 補 助 者
0 0 0

(0) (0) (0)

そ の 他 の 職 員
1 0 1

(1) (0) (1)

職　　　種 専　　属 その他 計

事 務 職 員
14人 6人 20人

(14)

図 書 館 職 員
5 0 5

(5) (0) (5)

(6) (20)

技 術 職 員
0 0 0

(0)

－ －

（－） （－） （－） （－） （－） （） （）

－ －

(9) (4) (4) (2) (19) （－） （－）

計
－ － － － －

合　　　　計
9 4 4 2 19

既

設

分

（－） （－）

計（ａ～ｄ）
－ － － － －

（－） （－） （－） （－） （－）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

－ － － － －

（－） （－） （－） （－）

該当なし

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
－ －

（－） （－） （－） （－） （－）

－ － － －

－ － －

（－） （－） （－） （－） （－）

－

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

－ － － － －

（－） （－） （－） （－） （－）

（－）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

－ － － － －

（－） （－） （－）

－ － －

（－） （－） （－） （－） （－） （－）

－ － － －

（－）

計
9 4 4 2 19 － －

(9) (4) (4) (2) (19) （－） （－）

計（ａ～ｄ）
4 2 2 1 9

(4) (2) (2) (1) (9)

0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0)

(9)

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

(0) (0) (0)

小計（ａ～ｂ）
4 2 2 1 9

(4) (2) (2) (1)

(0) (0)

短期大学設置基
準別表第一イに
定める基幹教員
数の四分の三の
数　6人

(4) (2) (2) (1) (9)

0

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

4 2 2 1

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0)

9

0 37

(4) (2) (2) (1) (9) (0) (37)
社会福祉学科

4 2 2 1 9

短期大学設置基
準別表第一イに
定める基幹教員
数の四分の三の
数　6人

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）
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人間福祉学科 4

スポーツ健康科学部

スポーツ健康科学科 4 - 同上

看護ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部

看護学科 4 - 同上

理学療法学科 4 - 同上

教育学部

子ども教育学科 4

幼児教育学科 2

社会福祉学科 2 同上

　ポーツ施設等」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

６　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

７　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

２　「新設分」及び「既設分」の備考の「大学設置基準別表第一イ」については、専門職大学にあっては「専門職大学設置基準別表第一イ」、短期大学

　にあっては「短期大学設置基準別表第一イ」，専門職短期大学にあっては「専門職短期大学設置基準別表第一イ」にそれぞれ読み替えて作成すること。

３「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　私立の大学の学部又は短期大学の学科の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室・教員研究室」，「図書・

　設備」及び「スポーツ施設等」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室・教員研究室」，「図書・設備」，「ス

附属施設の概要

名　  称：体育館
目　  的：体育実技の授業で使用
所 在 地：岐阜県関市桐ヶ丘一丁目3番地
設置年月：平成29年3月
規 模 等：土地2,537㎡、建物2,829㎡

（注）

１　共同学科の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「新設分」の欄に記入

　せず，斜線を引くこと。

岐阜県各務原市那加
甥田町30-1

0.91

320 学士（看護学） 0.93 平成26年度

240 学士（理学療法学） 0.90 平成19年度

340 学士（教育学） 0.82 平成27年度

人間福祉学部

320 学士（スポーツ健康科学） 1.03 平成29年度

100 430 学士（人間福祉学） 0.88 平成9年度 岐阜県関市桐ヶ丘二
丁目1番地

倍

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常経費補助金、資産運用収入、雑収入　等

大 学 等 の 名 称 中部学院大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

- 千円 - 千円 - 千円

経費
の見
積り

第６年次

1,361千円 1,091千円 - 千円 - 千円 - 千円 - 千円

- 千円 - 千円 - 千円 - 千円

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 350千円 350千円 - 千円 図書費には
電子ジャー
ナル・デー
タベースの
整備費（運
用コスト含
む）を含
む。

共同研究費等 5,000千円 5,000千円 - 千円 - 千円 - 千円

設 備 購 入 費 2,000千円 2,000千円 2,000千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

- 千円

図 書 購 入 費 4,160千円 4,160千円 4,160千円 - 千円

- 千円

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

- 千円 - 千円

スポーツ施設等
スポーツ施設 講堂 厚生補導施設

経費
の見
積り
及び
維持
方法
の概
要

㎡ ㎡ ㎡

80

80

60

15

岐阜県関市桐ヶ丘二
丁目1番地

100 - 200 短期大学士（幼児教育学） 0.75 昭和42年度

大 学 等 の 名 称 中部学院大学短期大学部

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人

既
設
大
学
等
の
状
況

80 - 160 短期大学士（生活福祉学） 1.09 平成6年度

倍

80 10

年 人 年次
人

人
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令和6年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員 令和7年度

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

中部学院大学短期大学部 中部学院大学短期大学部

幼児教育学科 100 - 200 幼児教育学科 80 - 160 定員変更(△20)

社会福祉学科 80 - 160 社会福祉学科 100 - 200 定員変更(20)

計 180 360 計 180 360

学校法人岐阜済美学院　設置認可等に関わる組織の移行表
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          校地校舎等の図面 

 

(1) 都道府県内における位置関係の図面 

  岐阜県 

  

各務原キャンパス 

岐阜県各務原市那加甥田町 30-1 

関キャンパス 

岐阜県関市桐ヶ丘二丁目１番地 

各務原市 

関市 

岐阜市 

美濃加茂市 

美濃市 

-図面-1-

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=1207plk1h/EXP=1457939782;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUllzOFJIdWQ2S21xTTJnaGVjTTZYOGVkYmZ3c1hNNWlnN0RoN3pFLXJrcXdBM3dXRW1kY1Z0ZERFMgRwAzViS1E2WmljNTV5TUlPV2NzT1dic3ctLQRwb3MDNjQEc2VjA3NodwRzbGsDcmk-/**http:/map.finemakeyuri.com/img/map/2992.jpg


 

 

キャンパス周辺図 

 

-図面-2-



 

                        

(2)  最寄り駅からの距離や交通機関がわかる図面 

 

 関キャンパス （所在地：岐阜県関市桐ヶ丘二丁目 1番地） 

  ・ＪＲ岐阜駅から     17㎞   スクールバス 約 40分 

  ・ＪＲ太田駅から     13.3㎞ スクールバス 約 40分 

  ・ＪＲ多治見駅から    30.7㎞ スクールバス 約 80分 

  ・名鉄新鵜沼駅から    14.7㎞ スクールバス 約 35分 

  ・長良川鉄道関口駅から  5.4㎞  スクールバス 約 20分 

  ・養老鉄道北神戸駅から  32㎞   スクールバス 約 105分 

  ・ＪＲ那加駅から     12.3㎞ スクールバス 約 30分  

   

 各務原キャンパス （所在地：岐阜県各務原市那加甥田町 30－1） 

  ・名鉄各務原市役所前駅から  795ｍ 徒歩 5分 

  ・ＪＲ那加駅から       1.8㎞ 徒歩 15分、スクールバス 5分 

         

 関キャンパス       各務原キャンパス 

  ・関キャンパスから各務原キャンパスまでの移動時間は、スクールバスで約 20分（11㎞） 

   【関キャンパス発各務原キャンパス行き】 

      ①8:35発、②12:50発、③16:45発、④18:25発、⑤19:30発 

   【各務原キャンパス発関キャンパス行き】 

      ①8:30発、②10:00発、③12:50発、④15:05発、⑤16:45発、⑥18:25発 

 

-図面-3-



(3)  校舎、運動場等の配置図

校地面積
校地 面積

関キャンパス   122,085㎡（内運動場用地 76,659㎡）

各務原キャンパス   23,084㎡（内運動場用地 3,212㎡）

合計  145,169㎡(内運動場用地 79,871㎡)

校舎面積
校地 校舎 構造 面積（㎡） 備考

関キャンパス

（基準内） １号館 (本館図書館棟)                                                 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一部鉄骨造８階建                 4,369.164

２号館（研究棟含む）                                                        鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一部鉄骨造８階建                 8,599.860

３号館                                                                鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造３階建                           982.200

４号館                                                                鉄骨造３階建                                 2,212.150

５号館                                                                鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造３階建                           3,233.590

６号館                                                                鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造４階建                           　　　　　　　　　　　　　　1,762.650

７号館                                                                鉄骨造２階建                                 161.600

８号館                                                                鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造４階建                           1,519.560

１０号館                                                              鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一部鉄骨造４階建                 3,097.160

１１号館                                                              鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一部鉄骨造３階建                 2,652.700

10号館・11号館渡り廊下                                                鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一部鉄骨造４階建                 140.460

本館・10号館渡り廊下                                                  鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一部鉄骨造４階建                 210.930

５号館別館（治療室及び倉庫）                                          鉄骨造２階建                                 568.360

プロパン庫                                                            鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建                           2.160

化粧棟                                                                鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造２階建                           337.200

器具庫                                                                鉄骨造平屋建                                 50.420

渡り廊下                                                              鉄骨造平屋建                                 104.910

ガードマンボックス                                                    軽量鉄骨造平屋建                             3.230

コミュニケーション棟                                             鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造３階建   　　　                  1,727.720

運動学実習棟 鉄骨造平屋建                                 454.970

小計 32,190.994

内大学専用 7,142.370

内大学・短期大学部と共用 23,410.044

内短期大学部専用 1,638.580

（基準外） ９号館（学生クラブハウス）                                                      鉄骨造２階建                                 318.860

体育部室                                                              ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造平屋建                          52.810

室内練習場、便所、本部席                                              軽量鉄骨造平屋建                             844.460

弓道場（射場）                                                        軽量鉄骨造平屋建                             80.000

子ども家庭支援センター                                                鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建                           72.870

吹奏楽部室 軽量鉄骨造平屋建                             293.400

体育館 鉄骨造２階建                                 2,829.110

クラブハウス棟 軽量鉄骨造２階建                             168.440

小計 4,659.950

各務原キャンパス           

（基準内） 各務原校舎 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造４階建 8,500.190

小計 8,500.190

内大学専用 8,500.190

合計 45,351.134

-図面-4-



駐車場

ﾃﾆｽｺｰﾄ

ﾃﾆｽｺｰﾄ

Ｓ＝1/2500

（桐ヶ丘幼稚園）

弓道場

９号館

ｽｸｰﾙﾊﾞｽ

東総合ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

ｸﾗﾌﾞ
ﾊｳｽ
棟

北総合ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

駐車場

駐車場

駐車場

体育館

駐車場

ﾀｰﾐﾅﾙ

 

吹奏学部棟

道路

道路

ブルペン

マウンド

ベンチ

ベ
ン
チ

砂場

助
走
路

NTT鉄塔

山

ブルペン

マウンド

４号館

運動学
実習棟

SCALE DATE

28.21/2500中部学院大学　関キャンパス 校舎（大学専用）校地 校舎（他学部専用）校舎、運動場等の配置図 校舎（短期大学部と共用）

3号館

５号館

６号館

２号館

11号館

10号館

１号館

図書館棟

８号館

化粧棟

ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ棟

研究棟

５号館別館

器具庫 ７号館

室内練習場

（ﾄﾚ-ﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ-）

-図面-5-

94453
四角形

94453
四角形

94453
四角形

94453
テキストボックス
ｶﾞｰﾄﾞﾏﾝﾎﾞｯｸｽ 

94453
テキストボックス
 子ども家庭支援ｾﾝﾀｰ

94453
四角形

94453
テキストボックス
体育部室 

94453
テキストボックス
ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫 



屋外機械スペ-ス

道路

駐車場

道路

道路

出入り口

グラウンド

各務原校舎

駐車場 駐車場

水路 水路

Ｓ＝1/1000

中部学院大学　各務原キャンパス
SCALE DATE

1/1000 28.2校地 校舎（大学専用）校舎、運動場等の配置図
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(４）　校舎平面図

１号館　地階　　596.880㎡

１号館　１階　　965.772㎡

EV

書庫

81.00㎡

男ＷＣ

休憩室
9.00㎡

湯沸室
5.85㎡

男子更衣室
33.25㎡

女子更衣室
31.50㎡

運転手控室
31.50㎡

廊下・WC等 101.030㎡

倉庫

42.75㎡

車庫
121.50㎡

電気室
22.00㎡

ポンプ室
14.00㎡

倉庫

51.75㎡

倉庫

51.75㎡

湯沸室
6.70㎡

印刷室
11.73㎡

事務室

204.75㎡

学生ホール 136.5㎡

応接室
14.06㎡

玄関ホール
11.40㎡

倉庫

5.25

㎡保健室

64.86㎡

倉庫

61.875㎡

教員控室

123.75㎡

学生ホール

134.4㎡

女ＷＣ

多目的
ＷＣ

ＥＶ男ＷＣ

廊下、トイレ等 190.497㎡

女ＷＣ

大学院・大学・短期大学部共用

-図面-7-



１号館　２階　1,110.600㎡

１号館　３階　　1,094.670㎡

図書館

204.30㎡

館長室
17.10㎡

事務室
26.10㎡

女ＷＣ 理事長室

42.75㎡

女ＷＣ

男ＷＣ

事務室

22.625㎡大会議室

171.00㎡

L.E.A.P. Plaza

64.86㎡学院長室
33.81㎡

監査室長室
31.050㎡

ＥＶ男ＷＣ 湯沸室
6.30㎡

応接室
29.25㎡

事務局長室
29.25㎡

短大学長室
35.75㎡

大学学長室
32.50㎡

大学・短大
副学長室
26.00㎡

図書館

497.70㎡

女ＷＣ

学生ホール
122.454㎡

廊下、WC等 215.501㎡

ＥＶ男ＷＣ
湯沸室
6.30㎡

廊下、WC等
181.170㎡

多目的ホール

356.40㎡

倉庫Ａ
26.55㎡

宗教センター
26.55㎡

大学院・大学・短期大学部共用
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１号館　６階　　30.975㎡

１号館　７階　　30.975㎡ １号館　８階　　30.975㎡

１号館　５階　　30.975㎡

１号館　４階　　477.342㎡

機械室
30.975㎡

機械室
30.975㎡

機械室
30.975㎡

機械室
30.975㎡

ラーニングコモンズ

147.55㎡

吹抜

コンピュータ教室

149.50㎡

操作室
29.45㎡

スタジオ 62.40㎡ 廊下、WC等 88.442㎡

ＥＶ

女ＷＣ

大学院・大学・短期大学部共用
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２号館　１階　　1,518.280㎡

２号館　２階　　1,537.660㎡

女ＷＣ

事務室

75.0㎡

講義室

112.5㎡

図書館
ホール
27.0㎡

廊下・WC等 512.88㎡

図書館
倉庫
90.0㎡

事務室

75.0㎡

事務室

110.3㎡

男ＷＣ

講義室

112.5㎡

講義室

112.5㎡

講義室

112.5㎡

ＥＶ

研究室
30.0㎡

研究室
29.0㎡

研究室
29.9㎡

研究室
30.0㎡

研究室
29.2㎡

研究室
30.0㎡

図書館
ホール
27.0㎡

図書館
倉庫
90.0㎡

講義室

75.0㎡

講義室

75.0㎡

講義室

75.0㎡

講義室

75.0㎡

男ＷＣ

女ＷＣ

講義室

112.5㎡

講義室

112.5㎡

講義室

112.5㎡

講義室

112.5㎡

廊下WC等 492.56㎡ ＥＶ

研究室
30.0㎡

会議室
29.1㎡

研究室
30.0㎡

会議室
59.0㎡

研究室
30.0㎡

ＷＣ

ＷＣ

大学・短期大学部と共用

大学院専用

大学専用

社会福祉学科専用

大学院・大学・短期大学部共用

多目的

ＷＣ

多目的

ＷＣ
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２号館　３階　　1,587.640㎡

２号館　４階　　874.200㎡

図書館
ホール
27.0㎡

図書館
閲覧室
147.85㎡

大講義室

456.0㎡

中講義室

225.0㎡

中講義室

225.0㎡

男ＷＣ

女ＷＣ

ＥＶ

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
29.0㎡

研究室
29.0㎡

廊下・WC等 328.79㎡

ＥＶ廊下・WC等 208.8㎡

図書館
ホール
21.0㎡

機械室
6.0㎡

女ＷＣ

男ＷＣ

語学情報室

208.6㎡

語学情報室

208.6㎡

準備室
21.6㎡

準備室
21.6㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
29.0㎡

研究室
29.0㎡

ＷＣ

ＷＣ

大学・短期大学部と共用

大学専用

社会福祉学科専用

大学院・大学・短期大学部共用
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２号館　７階　　256.500㎡ ２号館　８階　　143.820㎡２号館　６階　　256.500㎡２号館　５階　　256.500㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
30.0㎡

研究室
29.0㎡

研究室
29.0㎡

研究室
29.0㎡

研究室
29.0㎡

研究室
29.0㎡

研究室
29.0㎡

大学院生用
研究室
49.5㎡

大学院生用
研究室
49.5㎡

機械室
9.23㎡

ＥＶＥＶＥＶ ＷＣ ＷＣ ＷＣ

廊下、トイレ等 78.5㎡ 廊下、トイレ等 78.5㎡ 廊下、トイレ等 78.5㎡ 廊下、トイレ等 35.59㎡

大学院専用

他学科専用

大学専用

大学院・大学・短期大学部共用
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研究棟　５階　　274.960㎡ 研究棟　６階　　274.960㎡ 研究棟　７階　　274.960㎡ 研究棟　８階　　244.040㎡

研究棟　１階　　274.960㎡ 研究棟　２階　　274.960㎡ 研究棟　３階　　274.960㎡ 研究棟　４階　　274.960㎡

廊下、トイレ等 95.96㎡

ＥＶ ＷＣ

研究室
29.70㎡

研究室
29.90㎡

研究室
30.10㎡

研究室
29.90㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

物置

研究室
30.10㎡

研究室
30.10㎡

研究室
30.10㎡

研究室
30.10㎡

研究室
30.10㎡

研究室
30.10㎡

研究室
30.10㎡

研究室
30.10㎡

研究室
30.10㎡

研究室
30.10㎡

研究室
30.10㎡

研究室
30.10㎡

大学院教室

60.34㎡

大学院教室

60.34㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

研究室
29.70㎡

廊下、トイレ等 95.96㎡ 廊下、トイレ等 95.96㎡ 廊下、トイレ等 95.96㎡

廊下、トイレ等 95.96㎡ 廊下、トイレ等 95.96㎡ 廊下、トイレ等 95.96㎡ 廊下、トイレ等 123.36㎡

ＥＶ ＥＶ ＥＶ

ＥＶ ＥＶ ＥＶ ＥＶ

物置 物置

物置 物置 物置 物置

ＷＣ 多目的
WC

ＷＣ ＷＣ

ＷＣ ＷＣ ＷＣ ＷＣ

大学院専用

他学科専用

大学専用

社会福祉学科専用

大学院・大学・短期大学部共用
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３号館　１階　　167.400㎡

３号館　２階　　378.000㎡

３号館　３階　　436.800㎡

教材庫

67.26㎡

教材庫

19.14㎡

教材庫

81.0㎡

図画工作室

108.0㎡
地域連携推進ｾﾝﾀｰ

64.8㎡

演習室

108.0㎡ ラーニングコモンズ

43.2㎡

ゼミ室

21.6㎡

教材庫
8.10㎡

倉庫

16.2㎡

倉庫
5.40㎡

教材庫
5.40㎡

教材庫
5.40㎡

準備室
16．2㎡

準備室
16．2㎡

準備室
16．2㎡

地域連携推進ｾﾝﾀｰ

64.8㎡

廊下 75.6㎡

廊下 85.32㎡教材庫
8.10㎡

アクティブラーニング室

64.8㎡

ﾊﾞﾙｺﾆｰ 58.8㎡

教材庫
3.78㎡

倉庫
7.56㎡

教材庫
3.78㎡

教材庫
7.56㎡

大学・短期大学部と共用

他学科専用

大学院・大学・短期大学部共用
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４号館　１階　　728.070㎡

４号館　２階　　726.120㎡

4101

母性・小児看護学実習室

ＷＣ

多目的

ＷＣ

4103

看護実習
準備室

4105

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ 風除室

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ4107

地域・精神
在宅看護学実習室

EV

物入給湯室

192.34㎡

83.49㎡

37.82㎡

207.35㎡
2.90㎡3.77㎡

倉庫
17.44㎡

廊下・WC等 182.96㎡

4201

基礎看護学実習室

4202

成人・老年
看護学実習室

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ

ＷＣ
EV

141.69㎡

廊下・WC等 100.28㎡

484.15㎡

大学専用

-図面-15-



４号館　３階　　757.960㎡

4301430343054307
教員

研究室
教員

研究室

4309431143134315431743194321
教員
研究室

教員
研究室

教員
研究室

教員
研究室

教員
研究室

教員
研究室

教員
研究室

教員
研究室

教員
研究室

4302
教員

研究室
教員
研究室

教員
研究室

教員
研究室

430443064308
4310

標本庫

給湯室

EV

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ

ＷＣ

ＷＣ

4312
男子

更衣室

女子

更衣室

4314

廊下・WC等 224.81㎡

50.59㎡

8.10㎡

28.75㎡

4.50㎡ 31.04㎡ 31.50㎡

29.40㎡28.62㎡28.87㎡ 26.74㎡27.75㎡ 26.28㎡ 29.50㎡

31.50㎡

31.50㎡ 31.50㎡

29.40㎡

29.40㎡ 28.21㎡

大学専用

-図面-16-



５号館　１階　　756.150㎡

５号館　２階　　768.500㎡

ＥＶ

トレーニングルーム

151.20㎡

人間福祉相談センター

153.30㎡

水治室

37.80㎡

日常動作訓練室

115.50㎡

廊下・WC等 298.35㎡

女子WC 男子WC

多目的
WC

ＥＶ

ロッカー室

47.46㎡

ロッカー室

47.46㎡

講義室

105.84㎡

講義室

105.84㎡

講義室

75.60㎡

講義室

75.60㎡

廊下、トイレ等 310.70㎡

大学専用

大学院・大学・短期大学部共用

多目的
WC

女子WC
男子WC

-図面-17-



５号館　３階　　768.500㎡

５号館　４階　　823.500㎡

５号館　渡り廊下　　116.940㎡

ＥＶ

ＥＶ階段室

男子WC

男子WC

女子WC

女子WC

基礎医学教室

153.30㎡

準備室

75.60㎡

講義室

75.60㎡

準備室

37.80㎡

装具加工室

115.50㎡

廊下・WC等 310.70㎡

運動学実習室

152.625㎡

準備室

49.95㎡

準備室

49.95㎡

機能訓練室

149.85㎡

治療室

202.575㎡

廊下・WC等 218.550㎡

廊下 116.94㎡

多目的
WC

多目的WC

大学専用

大学院・大学・短期大学部共用

-図面-18-



６号館　１階　　421.200㎡

６号館　２階　　447.150㎡

女ＷＣ

廊下・WC等 97.2㎡

和室

75.6㎡

事務室

97.2㎡

事務室

100.8㎡

倉庫

12.6㎡

倉庫

12.6㎡

廊下・WC等 154.99㎡
教材庫

25.92㎡

教材庫

29.8㎡

教材庫
7.56㎡

男ＷＣ

女ＷＣ

ピアノ
レッスン室
15.4㎡

ピアノ
レッスン室
12.96㎡

ピアノ
レッスン室
12.96㎡

ピアノ
レッスン室
12.96㎡

ピアノ
レッスン室
12.96㎡

ゼミ室

51.84㎡

ゼミ室

25.92㎡

ゼミ室

25.92㎡

講義室

57.96㎡

研究室

12.6㎡

研究室

12.6㎡

他学科専用

大学院・大学・短期大学部共用

大学専用

研究室

12.96㎡

研究室

12.96㎡

-図面-19-



６号館　３階　　447.150㎡

６号館　４階　　447.150㎡

男ＷＣ

女ＷＣ

廊下・WC等 85.41㎡

音楽室

171.56㎡ エレクトーン室

77.76㎡

エレピアン室

104.86㎡

ピアノ
レッスン室
12.96㎡

教材庫
7.56㎡

男ＷＣ

女ＷＣ

ピアノ
レッスン室
12.96㎡

ピアノ
レッスン室
14.40㎡

ピアノ
レッスン室
12.96㎡

ピアノ
レッスン室
12.96㎡

ピアノ
レッスン室
12.96㎡

ピアノ
レッスン室
12.96㎡

ピアノ
レッスン室
15.40㎡

ピアノ
レッスン室
15.40㎡

倉庫

6.48㎡

倉庫

6.48㎡

倉庫

6.48㎡

倉庫

6.48㎡

倉庫

6.48㎡

倉庫

6.48㎡

倉庫

6.48㎡

倉庫

6.48㎡

多目的ルーム

104.86㎡

教材庫
7.56㎡

廊下・WC等 159.93㎡

他学科専用

大学院・大学・短期大学部共用

-図面-20-



７号館　１階　　80.800㎡

７号館　２階　　80.800㎡

学生会室

80.8㎡

講義室

80.8㎡
大学院・大学・短期大学部共用

-図面-21-



８号館　１階　　392.000㎡

８号館　２階　　511.060㎡

女ＷＣ

廊下・WC等 172.97㎡

事務室

84.0㎡

印刷室

12.0㎡

応接室
27.03㎡

男ＷＣ

学生相談室

42.0㎡

学生支援室

42.0㎡

印刷室

12.0㎡

事務室

108.0㎡

講義室

108.0㎡

講義室

108.0㎡

廊下・WC等 160.03㎡

女ＷＣ

男ＷＣ

給湯室
27.03㎡

大学・短期大学部と共用

大学院・大学・短期大学部共用

-図面-22-



８号館　３階　　520.000㎡

８号館　４階　　96.500㎡

女ＷＣ

講義室

120.0㎡

大講義室

250.0㎡

教材庫
11.25㎡

教材庫
9.75㎡

廊下・WC等 129.0㎡

機械室

40.0㎡

廊下
6.5㎡

通路

50.0㎡

大学・短期大学部と共用

大学院・大学・短期大学部共用

-図面-23-



１０号館　１階　　656.440㎡

渡り廊下　１階　　44.700㎡

男ＷＣ
女ＷＣ

多目的
ＷＣ

幼児用
ＷＣ

ＥＶ

音楽リズム室

244.92㎡

保育実習室

136.44㎡

廊下・WC等 275.08㎡

渡り廊下

44.70㎡

他学科専用

大学院・大学・短期大学部共用

倉庫

-図面-24-



渡り廊下　２階　　47.880㎡

１０号館　２階　　806.060㎡

男
ＷＣ

女
ＷＣ

ＥＶ

講義室

179.88㎡

ゼミ室

45.00㎡

廊下・WC等 348.79㎡
多目的

ＷＣ

演習室

69.30㎡

心理実験室

34.70㎡

心理実験室

34.70㎡

ゼミ室

46.89㎡

ゼミ室

46.80㎡

渡り廊下

47.88㎡

大学・短期大学部と共用

大学専用

大学院・大学・短期大学部共用

-図面-25-



１０号館　３階　　795.680㎡

渡り廊下　３階　　47.880㎡

男
ＷＣ

女
ＷＣ

ＥＶ

講義室

179．88㎡

ゼミ室

45.00㎡

廊下・WC等 338.42㎡
多目的
ＷＣ

ゼミ室

46.89㎡

ゼミ室

46.80㎡

ゼミ室

45.00㎡

ゼミ室

46.80㎡

ゼミ室

46.89㎡

渡り廊下

47.88㎡

大学・短期大学部と共用

大学院・大学・短期大学部共用

-図面-26-



１０号館　４階　　838.980㎡

渡り廊下　４階　　210.930㎡

男
ＷＣ

女
ＷＣ

ＥＶ

講義室

355.26㎡

廊下・WC等

128.46㎡

講義室

355.26㎡

渡り廊下

210.93㎡

大学・短期大学部と共用

大学院・大学・短期大学部共用

-図面-27-



１１号館　１階　　951.740㎡

１１号館　２階　　958.560㎡

家政実習室

122.40㎡

家政実習室

122.70㎡

保育演習室

59.80㎡

調理実習室

126.42㎡

調理実習室

125.62㎡

準備室

53.58㎡

廊下・WC等 281.22㎡

女ＷＣ

男ＷＣ

在宅介護実習室

126.60㎡

ＥＶ

介護実習室

172.90㎡

更衣室

60.21㎡

入浴実習室

119.10㎡

介護実習室

186.30㎡

廊下・WC等 227.83㎡

女ＷＣ

男ＷＣ
準備室

65.62㎡

準備室

60.00㎡

他学科専用

大学院・大学・短期大学部共用

社会福祉学科と他学部共用

多目的
ＷＣ

多目的
ＷＣ

ＥＶ

-図面-28-



１１号館　３階　　742.400㎡

大講義室

564.61㎡

廊下・WC等 177.79㎡

男ＷＣ

大学・短期大学部と共用

大学院・大学・短期大学部共用

女ＷＣ

多目的ＷＣ

ＥＶ

-図面-29-



体育館　1階　　2,275.090㎡ 体育館　2階　　554.020㎡

大学院・大学・短期大学部共用

アリーナ

1,542.89㎡

倉庫

27.56㎡

器具庫

93.01㎡

ポンプ室

18.285㎡

備蓄庫

18.285㎡

倉庫

27.56㎡

教員控室兼準備室

44.14㎡

男ロッカー兼シャワー室

男WC

41.58㎡

女WC

32.53㎡

女シャワー室

32.54㎡

女ロッカー室

43.94㎡
下足室

22.17㎡

監督室兼

応接室

23.76㎡

ホール・ロビー

239.4㎡

風除室

14.7㎡

階段室

9.94㎡

階段室

9.94㎡

通路・ホール

534.14㎡

-図面-30-



クラブハウス　　168.4４0㎡
運動学実習棟　　454.970㎡

大学院・大学・短期大学部共用

運動学実習
379.25㎡

倉庫

20.94㎡

器具庫

21.12㎡

面会室

14.38㎡

部室

14.36㎡
部室

14.16㎡

部室

14.16㎡

部室

14.16㎡

廊下等27.38㎡

部室

14.36㎡

部室

14.16㎡

部室

14.16㎡
部室

14.16㎡

廊下等27.38㎡

1階

2階

風除室

19.28㎡

大学専用

-図面-31-



コミュニケーションホール　地階　　154.900㎡

コミュニケーションホール　１階　　405.860㎡

EV

EV

女ＷＣ男ＷＣ

ホール・廊下等 154.90㎡

廊下・WC等 213.90㎡

倉庫

16.75㎡

会議室

175.21㎡

大学院・大学・短期大学部共用

-図面-32-



コミュニケーションホール　３階　　164.490㎡

コミュニケーションホール　２階   1,002.470㎡

女ＷＣ

EV

EV

男ＷＣ

多目的

ＷＣ
食堂

410.25㎡

カフェテリア

139.63㎡

売店

94.60㎡

廊下・WC等 357.99㎡

ホール・廊下等

164.49㎡

大学院・大学・短期大学部共用

-図面-33-



プロパン庫　2.160㎡

渡り廊下　　104.910㎡

化粧棟１階　219.200㎡ 化粧棟２階　118.000㎡

５号館別館　１階　147.460㎡

５号館別館　２階　420.900㎡

器具庫　50.420㎡ ｶﾞｰﾄﾞﾏﾝﾎﾞｯｸｽ　3.230㎡治療室

420.9㎡

倉庫

147.46㎡

器具庫

50.42㎡

女WC
32.0㎡

女WC
32.0㎡

男WC
4.0㎡

男WC
4.0㎡

倉庫 16.0㎡

学生ロビー 142.37㎡ 学生ロビー 82.0㎡

学生
会室

24.83㎡

ｶﾞｰﾄﾞﾏﾝ
ﾎﾞｯｸｽ
3.23㎡

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫
2.16㎡

渡り廊下３号館

５号館
６号館

４号館

７号館

８号館

渡り廊下

化粧棟

大学専用

大学院・大学・短期大学部共用

-図面-34-



子育て支援センター　　72.870㎡弓道場　80.000㎡吹奏楽部室　293.400㎡

屋内練習場、休憩室、WC、本部席　844.460㎡

９号館１階　159.430㎡
(クラブハウス)

９号館２階　159.430㎡
（クラブハウス）

体育部室　52.810㎡

部室

293.4㎡

弓道場

80.0㎡

屋内練習場、WC、本部席

844.460㎡

部室

159.43㎡

部室

159.43㎡

子育て支援セ
ンター

72.87㎡

大学院・大学・短期大学部共用

他学科専用

部室

10.562㎡

部室

10.562㎡

部室

10.562㎡

部室

10.562㎡

部室

10.562㎡

-図面-35-



１階　3,773.500㎡

男WC 女WC

多目的

WC

女子

更衣室

(学生用)
17.44㎡

普通教室
普通教室 調理実習室 図画工作室

準備室

171.88㎡
171.88㎡

23.44㎡

125.00㎡ 125.00㎡

保育演習室

保育

準備室

男WC
女WC

多目的

WC

EV

196.88㎡

15.00㎡

ピアノ

レッスン室

37.50㎡

保健室

45.08㎡

学生

相談室

教職

センター

学生会室

事務室

12.50㎡

27.80㎡ 43.52㎡

14.13㎡

教員

研究室

書庫（事務局）

印刷室

(教員用)
休憩室･

給湯室

PS

女子

更衣室

倉庫

EV

事務室

195.89㎡

18.03㎡

12.50㎡

240.03

19.10㎡13.52㎡

66.89㎡

学生ホール

男WC 女WC

多目的

WC
23.70㎡

子ども家庭支援センター
中会議室応接室

男WC

女WC

守衛室

役員室 大会議室事務室

大講義室
ﾎｰﾙ･廊下･WC等 1035.68㎡

54.69㎡35.00㎡
130.34㎡

121.63㎡

9.77㎡

34.96㎡45.94㎡

400.00㎡

※1

※2

※3
※4

11.69㎡※1ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ室兼課程相談室1

※2ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ室兼課程相談室2

※3離乳室

※4子供用ﾄｲﾚ10.66㎡

2.48㎡

7.9㎡

学生ホール

211.24㎡

大学専用

倉庫
8.08㎡

倉庫

6.73㎡

15.00㎡

ピアノ

レッスン室

15.00㎡

ピアノ

レッスン室

-図面-36-



2階　2,916.960㎡

3階　921.190㎡

講義室

コンピュータ教室

ﾎｰﾙ・廊下・WC等
図書館

400.00㎡

準備室

142.19㎡

コンピュータ教室

142.19㎡32.81㎡

PV

76.56㎡

講義室

76.56㎡

講義室

76.56㎡

講義室

76.56㎡

講義室

76.56㎡

ﾗｰﾆﾝｸﾞ

ｺﾓﾝｽﾞ

39.00㎡33.19㎡

事務室

多目的

WC

男WC

女WC

EV

826.64㎡

普通教室

171.88㎡
普通教室

講義室 講義室

171.88㎡
125.00㎡ 125.00㎡

L.E.A.P

Plaza

30.00㎡

196.88㎡

音楽室兼多目的ホール

ﾋﾟｱﾉ

ﾚｯｽﾝ室

15.00㎡

楽器保管

管理庫

22.50㎡

男WC女WC

EV
男WC 女WC

多目的

WC

大学専用

15.00㎡ 15.00㎡ 15.00㎡15.00㎡

ﾋﾟｱﾉ

ﾚｯｽﾝ室

ﾋﾟｱﾉ

ﾚｯｽﾝ室

ﾋﾟｱﾉ

ﾚｯｽﾝ室

ﾋﾟｱﾉ

ﾚｯｽﾝ室

-図面-37-



4階　888.540㎡

3階　921.190㎡

ゼミ室 ゼミ室 ゼミ室
個人

研究室
個人

研究室

個人

研究室

個人

研究室

個人

研究室
42.97㎡ 42.97㎡ 42.97㎡

27.34㎡ 31.25㎡ 31.25㎡ 31.25㎡ 31.25㎡

男WC

清掃員

休憩室
空調

機械室15.82㎡

EV

個人

研究室

個人

研究室
個人

研究室

個人

研究室

個人

研究室
個人

研究室
個人

研究室

個人

研究室
個人

研究室
個人

研究室
31.25㎡31.25㎡31.25㎡31.25㎡28.69㎡28.56㎡28.69㎡28.69㎡28.56㎡28.69㎡

女WC

多目的

WC

ﾎｰﾙ・廊下・WC等 327.24㎡

個人

研究室
個人

研究室
個人

研究室
個人

研究室

個人

研究室

個人

研究室
31.25㎡31.25㎡31.25㎡31.25㎡

女WC

多目的

WC

ゼミ室

42.97㎡

ゼミ室
42.97㎡

男WC

EV

書庫

書

庫28.13㎡32.19㎡

個人

研究室
個人

研究室

個人

研究室

個人

研究室

個人

研究室
個人

研究室

個人

研究室

個人

研究室
個人

研究室

個人

研究室

31.25㎡ 31.25㎡ 31.25㎡ 31.25㎡28.69㎡28.56㎡28.69㎡28.69㎡28.56㎡28.69㎡

ﾎｰﾙ・廊下・WC等 320.40㎡ 大学専用
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中 部 学 院 大 学 短 期 大 学 部 学 則

第 １ 章 総 則

（ 目 的 ）

第 １ 条 本 学 は 、 教 育 基 本 法 及 び 学 校 教 育 法 に 基 づ き 、 キ リ ス ト 教 精 神 に よ る 人

格 教 育 を 基 盤 と し て 、 広 く 一 般 教 養 と し て 必 要 な 知 識 を 授 け る と と も に 、 深 く

実 際 に 役 立 つ 専 門 の 学 芸 を 教 授 ・ 研 究 し 、 清 ら か な 人 格 と 高 い 教 養 、 豊 か な 情

操 を 養 い 、 よ り よ き 社 会 人 と し て の 人 間 形 成 を 行 な う こ と を 目 的 と す る 。

（ 名 称 及 び 所 在 地 ）

第 １ 条 の ２ 本 学 は 、 中 部 学 院 大 学 短 期 大 学 部 と 称 す る 。

２ 本 学 の 所 在 地 は 、 岐 阜 県 関 市 桐 ヶ 丘 二 丁 目 １ 番 地 (関 キ ャ ン パ ス )と す る 。

（ 自 己 評 価 等 ）

第 １ 条 の ３ 本 学 は 、 そ の 教 育 研 究 水 準 の 向 上 を 図 り 、 本 学 の 目 的 及 び 社 会 的 使

命 を 達 成 す る た め に 教 育 研 究 活 動 等 の 状 況 に つ い て 自 ら 点 検 及 び 評 価 を 行 う 。

２ 前 項 の 点 検 及 び 評 価 に 関 す る 規 程 は 、 別 に 定 め る 。

(教 育 内 容 等 の 改 善 の た め の 組 織 的 研 修 等 )

第 １ 条 の ４ 本 学 は 、 授 業 及 び 研 究 指 導 の 内 容 並 び に 方 法 の 改 善 を 図 る た め 組 織

的 な 研 修 及 び 研 究 の 実 施 に 努 め る も の と す る 。

２ 前 項 に 関 す る 規 程 は 、 別 に 定 め る 。

第 ２ 章 学 科 、 学 生 定 員 及 び 修 業 年 限

（ 学 科 ）

第 ２ 条 本 学 に 、 次 の 学 科 を 置 く 。 各 学 科 の 教 育 研 究 上 の 目 的 に つ い て は 、 次 の

各 号 に 掲 げ る と お り と す る 。

（ １ ） 幼 児 教 育 学 科

乳 幼 児 教 育 及 び 保 育 に 必 要 な 基 礎 理 論 と 技 術 に つ い て 教 授 、 研 究 し 、 幅

広 い 教 養 及 び 深 い 専 門 的 知 識 を 習 得 し た 保 育 者 を 養 成 す る こ と を 目 的 と す

る 。

（ ２ ） 社 会 福 祉 学 科

生 活 の 質 の 向 上 に 必 要 な 基 礎 理 論 と 技 術 に つ い て 教 授 、 研 究 し 、 幅 広 い

教 養 及 び 深 い 専 門 的 知 識 を 習 得 し 、 福 祉 の 向 上 と 社 会 の 発 展 に 寄 与 で き る

人 材 を 養 成 す る こ と を 目 的 と す る 。

（ 学 生 定 員 ）

第 ３ 条 本 学 の 学 生 定 員 は 、 次 の と お り と す る 。

入 学 定 員 収 容 定 員

幼 児 教 育 学 科 80名 1 6 0名

社 会 福 祉 学 科 10 0名 2 0 0名

（ 修 業 年 限 及 び 在 学 年 限 ）

第 ４ 条 本 学 の 修 業 年 限 は 、 2年 と す る 。 た だ し 、 在 学 年 限 は 4年 を こ え る こ と は

で き な い 。

２ 第 ２ ６ 条 に よ り 入 学 し た 者 の 在 学 年 数 は 、 在 学 す べ き 年 数 の ２ 倍 に 相 当 す る

年 数 を こ え て 在 学 す る こ と は で き な い 。

３ 前 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 在 学 年 限 を こ え て 在 学 を 希 望 す る 者 が あ る 場 合

は 、 教 授 会 の 議 を 経 て 、 学 長 が こ れ を 許 可 す る こ と が で き る 。
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第 ３ 章 学 年 、 学 期 、 授 業 日 数 及 び 休 業 日

（ 学 年 ）

第 ５ 条 学 年 は 、 4月 1日 に 始 ま り 、 翌 年 3月 3 1日 に 終 る 。

（ 学 期 ）

第 ６ 条 学 年 を 分 け て 、 次 の ２ 期 と す る 。

前 期 4月 1日 か ら 9月 3 0日 ま で

後 期 1 0月 1日 か ら 翌 年 3月 3 1日 ま で

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、授 業 日 数 の 確 保 の た め 学 長 が 必 要 と 認 め た と き は 、

前 期 の 終 了 日 及 び 後 期 の 開 始 日 を 変 更 す る こ と が で き る 。

（ 授 業 日 数 ）

第 ６ 条 の ２ １ 年 間 の 授 業 日 数 は 、 定 期 試 験 等 の 日 数 を 含 め 、 ３ ５ 週 に わ た る こ

と を 原 則 と す る 。

（ 休 業 日 ）

第 ７ 条 本 学 の 休 業 日 は 、 次 の 各 号 の と お り と す る 。

(1 ) 日 曜 日

( 2 ) 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 (昭 和 23年 法 第 1 7 8号 )に 規 定 す る 休 日

(3 ) 開 学 記 念 日 5月 1 4日

( 4 ) 春 季 休 業 日 3月 2 0日 か ら 4月 10日 ま で

( 5 ) 夏 季 休 業 日 7月 1 5日 か ら 9月 7日 ま で

( 6 ) 冬 季 休 業 日 12月 2 1日 か ら 翌 年 1月 7日 ま で

２ 学 長 が 必 要 と 認 め た と き は 、 臨 時 に 休 業 日 を 設 け 、 又 は 休 業 日 を 変 更 す る こ

と が で き る 。

３ 学 長 が 必 要 と 認 め た と き は 、 休 業 日 に 授 業 を 行 な う こ と が で き る 。

第 ４ 章 教 育 課 程 及 び 履 修 方 法

（ 教 育 課 程 ）

第 ８ 条 本 学 の 学 科 の 教 育 課 程 は 、 各 授 業 科 目 を 必 修 科 目 及 び 選 択 科 目 に 分 け 、

こ れ を 各 年 次 に 配 当 し て 編 成 す る 。

２ 授 業 科 目 は 、 基 礎 科 目 及 び 専 門 科 目 に 分 け る 。

（ 授 業 科 目 及 び 単 位 ）

第 ９ 条 本 学 に お け る 授 業 科 目 及 び そ の 単 位 は 別 表 第 １ の と お り と す る 。

２ 特 別 の 必 要 が あ る 場 合 は 、 臨 時 に 授 業 科 目 を 増 設 す る こ と が あ る 。

（ 資 格 に 関 す る 授 業 科 目 及 び 単 位 数 ）

第 １ ０ 条 学 科 に か か る 次 表 の 資 格 等 に 関 す る 授 業 科 目 及 び 単 位 数 は 、 別 表 第 １

に 規 定 す る 授 業 科 目 及 び 単 位 数 の う ち 、 第 １ ２ 条 第 １ 項 、 第 ２ 項 又 は 第 ４ 項 に

規 定 す る 授 業 科 目 及 び 単 位 数 に よ る 。

学 科 ・ コ ー ス 資 格

幼 児 教 育 学 科 幼 稚 園 教 諭 ２ 種 免 許 状

保 育 士 資 格

社 会 福 祉 学 科 介 護 福 祉 士 受 験 資 格

第 １ ０ 条 の ２ 学 科 に か か る 次 表 の 資 格 等 に 関 す る 授 業 科 目 及 び 単 位 数 は 、 別 表

第 １ に 規 定 す る 授 業 科 目 及 び 単 位 数 並 び に 別 表 第 ２ か ら 第 ３ ま で に 規 定 す る 授
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業 科 目 及 び 単 位 数 の う ち 第 １ ２ 条 第 ３ 項 、 第 １ ２ 条 の ２ 第 １ 項 、 第 ２ 項 、 第 ３

項 、 第 ４ 項 、 第 ５ 項 又 は 第 ６ 項 に 規 定 す る 授 業 科 目 及 び 単 位 数 に よ る 。

学 科 ・ コ ー ス 資 格

幼 児 教 育 学 科 児 童 厚 生 ２ 級 指 導 員

社 会 福 祉 主 事 任 用 資 格

レ ク リ エ ー シ ョ ン イ ン ス ト ラ ク タ ー

認 定 ベ ビ ー シ ッ タ ー

中 部 学 院 大 学 短 期 大 学 部 認 定 あ そ び 実 技

指 導 士

中 部 学 院 大 学 短 期 大 学 部 認 定 発 達 支 援 士

（ ｲﾝ ｸ ﾙ ｰ ｼ ﾌ ﾞ ｻ ﾎ ﾟ ｰ ﾀ ｰ）

中 部 学 院 大 学 短 期 大 学 部 認 定 キ ッ ズ フ ー

ド マ イ ス タ ー

社 会 福 祉 学 科 レ ク リ エ ー シ ョ ン イ ン ス ト ラ ク タ ー

歯 科 助 手

中 部 学 院 大 学 短 期 大 学 部 ﾘﾌ ﾚ ｸ ｿ ﾛ ｼ ﾞ ｽ ﾄ

（ 卒 業 に 必 要 な 科 目 及 び 単 位 ）

第 11条 本 学 を 卒 業 す る た め に は 、 別 表 第 ４ に 定 め る 科 目 及 び 単 位 を 修 得 し な け

れ ば な ら な い 。

（ 資 格 の 取 得 ）

第 12条 幼 児 教 育 学 科 に お い て 、 教 育 職 員 免 許 状 の 授 与 資 格 を 取 得 し よ う と す る

者 は 、 前 条 に 定 め る も の の ほ か 、 教 育 職 員 免 許 法 及 び 同 法 施 行 規 則 に 定 め る 所

定 の 授 業 科 目 及 び 単 位 を 修 得 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に 取 得 で き る 教 育

職 員 免 許 状 の 種 類 及 び 免 許 教 科 は 、 次 表 の と お り で あ る 。

免 許 状 の 種 類 幼 稚 園 教 諭 ２ 種 免 許 状

２ 幼 児 教 育 学 科 に お い て 、 保 育 士 の 資 格 を 取 得 し よ う と す る 者 は 、 前 条 に 定 め

る も の の ほ か 、 児 童 福 祉 法 及 び 同 法 施 行 規 則 に 定 め る 授 業 科 目 並 び に 単 位 を 取

得 し な け れ ば な ら な い 。

３ 幼 児 教 育 学 科 及 び 社 会 福 祉 学 科 に お い て 、 社 会 福 祉 主 事 任 用 資 格 を 取 得 し よ

う と す る 者 は 、 前 条 に 定 め る も の の ほ か 、 社 会 福 祉 事 業 法 に 定 め る 授 業 科 目 及

び 単 位 を 取 得 し な け れ ば な ら な い 。

４ 社 会 福 祉 学 科 に お い て 、 介 護 福 祉 士 受 験 資 格 を 取 得 し よ う と す る 者 は 、 前 条

に 定 め る も の の ほ か 、 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 法 及 び 同 法 施 行 規 則 に 定 め る

授 業 科 目 並 び に 単 位 を 取 得 し な け れ ば な ら な い 。

第 12条 の ２ 幼 児 教 育 学 科 に お い て 、 児 童 厚 生 ２ 級 指 導 員 の 資 格 を 取 得 し よ う と

す る 者 は 、 第 １ １ 条 に 定 め る も の の ほ か 、 一 般 財 団 法 人 児 童 健 全 育 成 推 進 財 団

が 定 め る 授 業 科 目 及 び 単 位 を 取 得 し な け れ ば な ら な い 。

２ 幼 児 教 育 学 科 及 び 社 会 福 祉 学 科 に お い て 、レ ク リ エ ー シ ョ ン イ ン ス ト ラ ク タ ー

の 資 格 を 取 得 し よ う と す る 者 は 、 第 １ １ 条 に 定 め る も の の ほ か 、 別 表 第 ３ の 授

業 科 目 及 び 単 位 を 修 得 し な け れ ば な ら な い 。

３ 幼 児 教 育 学 科 に お い て 、認 定 ベ ビ ー シ ッ タ ー の 資 格 を 取 得 し よ う と す る 者 は 、

第 １ ２ 条 第 ２ 項 に 定 め る も の の ほ か 、 社 団 法 人 全 国 ベ ビ ー シ ッ タ ー 協 会 が 定 め
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る 授 業 科 目 及 び 単 位 を 修 得 し な け れ ば な ら な い 。

４ 幼 児 教 育 学 科 に お い て 、 中 部 学 院 大 学 短 期 大 学 部 認 定 あ そ び 実 技 指 導 士 、 認

定 発 達 支 援 士 （ イ ン ク ル ー シ ブ サ ポ ー タ ー ） 及 び 認 定 キ ッ ズ フ ー ド マ イ ス タ ー

の 資 格 を 取 得 し よ う と す る 者 は 、 学 科 が 定 め る 授 業 科 目 及 び 単 位 を 修 得 し 、 資

格 審 査 に 合 格 し な け れ ば な ら な い 。

５ 社 会 福 祉 学 科 に お い て 、 歯 科 助 手 の 資 格 を 取 得 し よ う と す る 者 は 、 第 １ １ 条

に 定 め る の も の の ほ か 、 公 益 社 団 法 人 日 本 歯 科 医 師 会 が 定 め る 授 業 科 目 及 び 単

位 を 修 得 し な け れ ば な ら な い 。

６ 社 会 福 祉 学 科 に お い て 、 中 部 学 院 大 学 短 期 大 学 部 リ フ レ ク ソ ロ ジ ス ト の 資 格

を 取 得 し よ う と す る 者 は 、 第 １ １ 条 に 定 め る も の の ほ か 、 中 部 学 院 大 学 短 期 大

学 部 リ ラ ク セ ー シ ョ ン ・ ケ ア マ ッ サ ー ジ 研 究 会 が 定 め る 授 業 科 目 及 び 単 位 を 修

得 し な け れ ば な ら な い 。

（ 単 位 の 計 算 方 法 ）

第 13条 各 授 業 科 目 の 単 位 は 、 １ 単 位 の 授 業 科 目 を 45時 間 の 学 修 を 必 要 と す る 内

容 を も っ て 構 成 す る こ と を 標 準 と し 、 授 業 の 方 法 に 応 じ 、 当 該 授 業 に よ る 教 育

効 果 及 び 授 業 時 間 外 に 必 要 な 学 修 等 を 考 慮 し て 、 次 の 基 準 に よ り 単 位 を 計 算 す

る 。

(1 ) 講 義 及 び 演 習 に つ い て は 、１ ５ 時 間 か ら ３ ０ 時 間 ま で の 範 囲 で 本 学 が 定 め る

時 間 の 授 業 を も っ て １ 単 位 と す る 。

(2 ) 実 験 、実 習 及 び 実 技 に つ い て は 、３ ０ 時 間 か ら ４ ５ 時 間 ま で の 範 囲 で 本 学 が

定 め る 時 間 の 授 業 を も っ て １ 単 位 と す る 。

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 卒 業 研 究 、 卒 業 制 作 等 の 授 業 科 目 に つ い て は 、 こ

れ ら の 学 修 の 成 果 を 評 価 し て 単 位 を 授 与 す る こ と が 適 切 と 認 め ら れ る 場 合 に

は 、 こ れ ら に 必 要 な 学 修 等 を 考 慮 し て 、 単 位 を 定 め る こ と が で き る 。

（ 履 修 登 録 ）

第 14条 学 生 は 、 履 修 し よ う と す る 授 業 科 目 を 毎 学 年 初 め の 所 定 の 期 日 ま で に 登

録 し な け れ ば な ら な い 。

２ 在 籍 す る 学 科 以 外 の 学 科 の 授 業 科 目 を 履 修 し よ う と す る 場 合 は 、 所 定 の 期 日

ま で に そ の 履 修 し よ う と す る 授 業 科 目 を 登 録 し な け れ ば な ら な い 。

３ 学 生 が 各 年 次 に わ た っ て 適 切 に 授 業 科 目 を 履 修 す る た め 、 卒 業 要 件 と し て 学

生 が 履 修 す べ き 単 位 数 に つ い て 、 学 生 が １ 年 間 に 履 修 科 目 と し て 登 録 で き る 単

位 数 の 上 限 を 定 め る も の と す る 。

（ 履 修 方 法 ）

第 14条 の ２ 授 業 科 目 の 履 修 方 法 は 、 別 に 定 め る 。

第 ５ 章 試 験 、 単 位 の 認 定 及 び 卒 業 認 定

（ 単 位 の 授 与 ）

第 15条 各 授 業 科 目 を 履 修 し 、そ の 試 験 に 合 格 し た 者 に は 、所 定 の 単 位 を 与 え る 。

（ 試 験 ）

第 15条 の ２ 所 定 の 授 業 科 目 を 履 修 し た 者 は 、 学 年 末 又 は 毎 学 期 末 に 、 そ の 科 目

に つ い て 行 う 定 期 試 験 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 定 期 試 験 の ほ か に 、 臨 時 試 験 を 行 う こ と が あ る 。

３ 試 験 は 、 筆 記 、 論 文 、 口 述 、 実 技 な ど に よ る も の と し 、 そ の 方 法 は 、 各 授 業

科 目 の 担 当 者 が こ れ を 定 め る 。

４ 試 験 の 評 価 は 、Ｓ 、Ａ 、Ｂ 、Ｃ 及 び Ｄ と し 、Ｓ 、Ａ 、Ｂ 及 び Ｃ を 合 格 と す る 。
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５ 病 気 そ の 他 や む を 得 な い 事 由 に よ り 、 試 験 に 欠 席 し た と 学 長 が 認 め た 者 は 、

願 い に よ り 追 試 験 を 行 う こ と が あ る 。

（ 試 験 を 受 け る こ と が で き な い 者 等 ）

第 15条 の ３ 授 業 科 目 に お い て 欠 課 時 間 数 が 授 業 時 間 の ３ 分 の １ を 超 え た 者 は 、

当 該 科 目 の 試 験 を 受 け る こ と が で き な い 。

２ 社 会 福 祉 学 科 が 行 う 介 護 実 習 で 、 欠 課 時 間 数 が 介 護 実 習 に 定 め る 授 業 時 間 の

５ 分 の １ を 超 え た 者 は 、 当 該 科 目 の 履 修 の 認 定 を し な い 。

（ 他 の 短 期 大 学 又 は 大 学 に お け る 授 業 科 目 の 履 修 等 ）

第 15条 の ４ 教 育 上 有 益 と 認 め る と き は 、 学 生 が 他 の 短 期 大 学 又 は 大 学 に お い て

履 修 し た 授 業 科 目 に つ い て 修 得 し た 単 位 を 、 ３ ０ 単 位 を 超 え な い 範 囲 で 本 学 に

お け る 授 業 科 目 の 履 修 に よ り 修 得 し た も の と み な す こ と が で き る 。

２ 前 項 の 規 定 は 、 学 生 が 外 国 の 短 期 大 学 又 は 大 学 に 留 学 す る 場 合 に 準 用 す る 。

（ 短 期 大 学 又 は 大 学 以 外 の 教 育 施 設 等 に お け る 学 修 ）

第 15条 の ５ 教 育 上 有 益 と 認 め る と き は 、 学 生 が 行 う 短 期 大 学 又 は 高 等 専 門 学 校

の 専 攻 科 に お け る 学 修 そ の 他 文 部 科 学 大 臣 が 別 に 定 め る 学 修 を 、 本 学 に お け る

授 業 科 目 の 履 修 と み な し 、 単 位 を 与 え る こ と が で き る 。

２ 前 項 に よ り 与 え る こ と の で き る 単 位 数 は 、 前 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 に よ り 本 学

に お い て 修 得 し た も の と み な す 単 位 数 と 合 わ せ て ３ ０ 単 位 を 超 え な い も の と す

る 。

（ 入 学 前 の 既 修 得 単 位 等 の 認 定 ）

第 16条 教 育 上 有 益 と 認 め る と き は 、 学 生 が 本 学 に 入 学 す る 前 に 短 期 大 学 又 は 大

学 に お い て 履 修 し た 授 業 科 目 に つ い て 修 得 し た 単 位 を 、 本 学 に 入 学 し た 後 の 本

学 に お け る 授 業 科 目 の 履 修 に よ り 修 得 し た も の と み な す こ と が で き る 。

２ 教 育 上 有 益 と 認 め る と き は 、 学 生 が 本 学 に 入 学 す る 前 に 行 っ た 前 条 第 １ 項 に

規 定 す る 学 修 を 、 本 学 に お け る 授 業 科 目 の 履 修 と み な し 、 単 位 を 与 え る こ と が

で き る 。

３ 前 ２ 項 に よ り 修 得 し た も の と み な し 、 又 は 与 え る こ と の で き る 単 位 数 は 、 転

学 等 の 場 合 を 除 き 、 本 学 に お い て 修 得 し た 単 位 以 外 の も の に つ い て は 、 第 １ ５

条 の ４ 第 １ 項 に よ り 、 本 学 に お い て 修 得 し た も の と み な す 単 位 数 と 合 わ せ て ３

０ 単 位 を 超 え な い も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 第 １ ５ 条 の ４ 第 ２ 項 に よ り 本

学 に お い て 修 得 し た も の と み な す 単 位 数 と 合 わ せ る と き は 、 ４ ５ 単 位 を 超 え な

い も の と す る 。

（ 卒 業 ）

第 17条 本 学 に 2年 以 上 在 学 し 、第 11条 に 定 め る 所 定 の 単 位 を 修 得 し た 者 に 対 し 、

教 授 会 の 議 を 経 て 学 長 が 卒 業 を 認 定 す る 。

（ 学 位 ）

第 18条 本 学 を 卒 業 し た 者 に は 、 別 に 定 め る 学 位 規 則 に 基 づ き 短 期 大 学 士 の 学 位

を 授 与 す る 。

第 ６ 章 入 学 、 休 学 、 退 学 、 編 入 学 等

（ 入 学 の 時 期 ）

第 19条 入 学 の 時 期 は 、 毎 年 4月 と す る 。

（ 入 学 資 格 ）

第 20条 本 学 に 入 学 を 志 願 す る こ と の で き る 者 は 、 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る も の

で な け れ ば な ら な い 。
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( 1 ) 高 等 学 校 若 し く は 中 等 教 育 学 校 を 卒 業 し た 者

(2 ) 通 常 の 課 程 に よ る 12年 の 学 校 教 育 を 修 了 し た 者（ 通 常 の 課 程 以 外 の 課 程 に よ

り こ れ に 相 当 す る 学 校 教 育 を 修 了 し た 者 を 含 む 。 )

( 3 ) 外 国 に お い て 学 校 教 育 に お け る 1 2年 の 課 程 を 修 了 し た 者

(4 ) 文 部 科 学 大 臣 が 高 等 学 校 の 課 程 と 同 等 の 課 程 を 有 す る も の と し て 認 定 し た 在

外 教 育 施 設 の 当 該 課 程 を 修 了 し た 者

(5 ) 文 部 科 学 大 臣 の 指 定 し た 者

(6 ) 文 部 科 学 大 臣 の 行 う 高 等 学 校 卒 業 程 度 認 定 試 験 に 合 格 し た 者

(7 ) そ の 他 相 当 の 年 齢 に 達 し 、高 等 学 校 を 卒 業 し た 者 と 同 等 以 上 の 学 力 が あ る

と 本 学 に お い て 認 め ら れ た 者

（ 入 学 の 出 願 ）

第 21条 本 学 に 入 学 を 志 願 す る 者 は 、 所 定 の 手 続 き を 行 な わ な け れ ば な ら な い 。

２ 入 学 に 関 す る 手 続 き は 、 別 に こ れ を 定 め る 。

（ 入 学 志 願 者 の 選 考 ）

第 22条 入 学 志 願 者 の 選 考 は 、 試 験 そ の 他 の 方 法 に よ り 行 う 。

２ 入 学 者 の 選 考 の 期 日 及 び 方 法 は 、 そ の 都 度 定 め る 。

（ 入 学 許 可 及 び 入 学 手 続 き ）

第 23条 前 条 の 選 考 の 結 果 、 入 学 を 許 可 さ れ た 者 は 、 所 定 の 期 日 ま で に 、 保 証 人

１ 名 の 誓 約 書 及 び 住 民 票 (外 国 人 に あ っ て は 、在 留 カ ー ド )を 提 出 す る と と も に 、

入 学 金 そ の 他 の 学 納 金 を 納 入 し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 前 項 に 定 め ら れ た 誓 約 書 及 び 住 民 票 に 代 え て 、 学

長 が 必 要 と 認 め る 書 類 を 提 出 さ せ る こ と が で き る 。

(保 証 人 )

第 2 3条 の 2 保 証 人 は 、入 学 生 に 係 わ る 一 切 の 責 任 を 負 う こ と の で き る 独 立 の 生

計 を 営 む 父 母 又 は そ の 他 の 成 年 者 と す る 。

２ 保 証 人 が 死 亡 そ の 他 の 理 由 に よ り 、 そ の 責 を 負 う こ と が で き な い と き は 、 新

た に 保 証 人 を 定 め な お し て 保 証 書 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

(改 姓 等 の 届 出 )

第 2 3条 の 3 本 人 又 は 保 証 人 の 身 分 若 し く は 住 所 に 変 更 が あ っ た と き 、及 び 保 証

人 が そ の 資 格 を 失 っ た と き は 、 直 ち に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

（ 休 学 、 退 学 及 び 復 学 ）

第 24条 病 気 そ の 他 や む を 得 な い 事 由 に よ り 休 学 又 は 退 学 し よ う と す る 者 は 、 保

証 人 連 署 の 上 願 い 出 て 教 授 会 の 議 を 経 て 学 長 の 許 可 を 得 な け れ ば な ら な い 。 た

だ し 、 病 気 の 場 合 は 医 師 の 診 断 書 を 添 え な け れ ば な ら な い 。

２ 休 学 期 間 は 、 １ 年 以 内 と す る 。 た だ し 、 特 別 の 理 由 が あ る 場 合 に は 、 休 学 期

間 の 延 長 を 認 め る こ と が あ る 。

３ 休 学 の 期 間 は 、 通 算 し て ２ 年 を こ え る こ と が で き な い 。

４ 休 学 期 間 は 第 ４ 条 に 定 め る 修 業 年 限 並 び に 在 学 年 限 に 通 算 し な い 。

５ 休 学 期 間 満 了 の と き 、 又 は 休 学 期 間 中 に そ の 事 由 が 消 滅 し た と き は 、 学 長 の

許 可 を 得 て 復 学 す る こ と が で き る 。

６ 疾 病 そ の 他 の 事 由 に よ っ て 修 学 が 不 適 当 と 認 め ら れ る 者 に つ い て は 、 学 長 が

休 学 を 命 ず る こ と が で き る 。

（ 除 籍 ）

第 24条 の ２ 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る 者 は 、 除 籍 す る こ と が あ る 。

(1 ) 授 業 料 そ の 他 の 納 付 金 の 納 付 の 義 務 を 怠 り 、 督 促 し て も な お 納 付 し な い 者
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( 2 ) 第 ４ 条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 で 定 め る 在 学 年 数 を こ え た 者

(3 ) 第 ２ ４ 条 第 ２ 項 に 定 め る 休 学 期 間 を こ え て な お 復 学 で き な い 者

(4 ) 行 方 不 明 の 者

（ 再 入 学 ）

第 25条 願 い に よ り 退 学 し た 者 が 、 再 入 学 を 願 い 出 た 場 合 は 、 学 長 は 教 授 会 の 議

を 経 て こ れ を 許 可 す る こ と が あ る 。

（ 編 入 学 及 び 転 入 学 ）

第 26条 本 学 に 転 入 学 を 志 願 す る 者 が あ る と き は 、 欠 員 の あ る 場 合 に 限 り 、 選 考

の 上 、 相 当 年 次 に 入 学 を 許 可 す る こ と が あ る 。

２ 専 修 学 校 の う ち 、 文 部 科 学 大 臣 の 定 め る 基 準 を 満 た す も の を 終 了 し た 者 （ 学

校 教 育 法 に 規 定 す る 大 学 入 学 資 格 を 有 す る 者 に 限 る 。）で 、本 学 へ の 入 学 を 志 願

す る 者 が あ る と き は 、 欠 員 の あ る 場 合 に 限 り 、 選 考 の う え 、 相 当 年 次 に 入 学 を

許 可 す る 。

３ 前 項 の 規 定 に よ り 入 学 を 許 可 さ れ た 者 の 既 に 修 得 し た 授 業 科 目 及 び 単 位 数 の

取 扱 並 び に 在 学 す べ き 年 数 に つ い て は 、 教 授 会 の 議 を 経 て 学 長 が 決 定 す る 。

（ 転 科 ）

第 26条 の ２ 転 学 科 を 願 い 出 た 場 合 は 、 教 授 会 の 議 を 経 て 、 学 長 が 許 可 す る こ と

が あ る 。 た だ し 、 転 科 し た 者 が 、 再 び 転 科 す る こ と は 認 め な い 。

第 ７ 章 入 学 検 定 料 及 び 授 業 料 そ の 他 の 学 納 金

（ 学 納 金 等 ）

第 27条 入 学 検 定 料 及 び 授 業 料 そ の 他 の 学 納 金 は 、 別 表 第 ５ に 定 め る と お り と す

る 。

２ 前 項 の 学 納 金 の ほ か 、 資 格 取 得 の た め の 履 修 費 及 び 実 験 実 習 費 等 を 別 に 徴 収

す る こ と が あ る 。

（ 入 学 金 の 納 入 ）

第 28条 入 学 を 許 可 さ れ た 者 は 第 23条 第 １ 項 に よ る 手 続 き と 同 時 に 入 学 金 を 納 入

す る も の と す る 。

（ 授 業 料 そ の 他 の 学 納 金 の 納 入 方 法 ）

第 29条 授 業 料 そ の 他 の 学 納 金 は 前 期 と 後 期 の 2期 に 分 け 、 4月 及 び 1 0月 に 納 入 す

る も の と す る 。

２ 授 業 料 そ の 他 の 学 納 金 を 正 当 な 理 由 な く 所 定 の 期 日 ま で に 納 入 し な い 者 に は

登 校 停 止 を 命 じ 、 引 続 き 滞 納 す る と き は 除 籍 す る こ と が あ る 。

（ 休 学 の 場 合 の 学 納 金 ）

第 30条 休 学 を 許 可 さ れ 、 又 は 命 ぜ ら れ た 者 の 休 学 期 間 中 は 、 別 表 第 ６ に 定 め る

在 籍 料 を 納 入 し な け れ ば な ら な い 。

（ 再 入 学 の 場 合 の 学 納 金 ）

第 30条 の ２ 第 ２ ５ 条 に よ り 再 入 学 を 許 可 さ れ た 者 の 学 納 金 は 、 再 入 学 し た 学 年

次 の も の を 適 用 す る 。

（ 納 付 し た 学 納 金 等 ）

第 31条 一 旦 納 め た 入 学 検 定 料 及 び 授 業 料 そ の 他 の 学 納 金 は 、 い か な る 理 由 が あ

っ て も 返 還 し な い 。

（ 学 納 金 等 納 入 に 関 す る 取 扱 い ）

第 32条 こ の 学 則 に 定 め る も の の ほ か 、 入 学 検 定 料 及 び 授 業 料 そ の 他 の 学 納 金 の

納 入 に 関 す る 取 扱 い に つ い て は 、 別 に こ れ を 定 め る 。
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（ 奨 学 生 ）

第 33条 学 業 優 秀 な 者 、 そ の 他 特 別 の 理 由 が あ る 者 に 対 し て 、 奨 学 生 と し て 認 め

る こ と が で き る 。

２ 奨 学 生 に 関 す る 規 程 は 別 に 定 め る 。

第 ８ 章 職 員 組 織

（ 職 員 ）

第 34条 本 学 に 学 長 、 副 学 長 、 教 授 、 准 教 授 、 講 師 、 助 教 、 助 手 、 事 務 職 員 及 び

そ の 他 の 職 員 を 置 く 。

２ 本 学 に 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 名 誉 教 授 を 設 け る こ と が で き る 。

（ 評 議 会 ）

第 34条 の ２ 本 学 の 運 営 に 関 す る 重 要 事 項 を 審 議 す る た め 、 評 議 会 を 置 く 。

２ 評 議 会 に 関 す る 規 程 は 、 別 に 定 め る 。

(学 長 ・ 副 学 長 会 議 )

第 3 4条 の ３ 大 学 評 議 会 に 関 す る 審 議 事 項 の 事 前 調 整 及 び 基 本 方 針 の 決 定 を 行 う

た め 学 長 ・ 副 学 長 会 議 を 置 く 。

２ 学 長 ・ 副 学 長 会 議 の 運 営 に 関 す る 規 程 は 、 別 に 定 め る 。

（ 教 授 会 ）

第 35条 本 学 に 、 教 授 会 を 置 く 。

２ 教 授 会 は 、 学 長 及 び 専 任 の 教 授 を も っ て 構 成 す る 。

３ 学 長 は 必 要 に 応 じ 、 教 授 会 に 准 教 授 、 講 師 、 助 教 又 は そ の 他 の 職 員 を 出 席 さ

せ る こ と が で き る 。

４ 教 授 会 は 、 学 長 が 招 集 し 、 そ の 議 長 と な る 。 学 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 学

長 が 欠 け た と き は 、 あ ら か じ め 学 長 が 指 名 し た 者 が そ の 職 務 を 代 行 す る 。

（ 審 議 事 項 ）

第 36条 教 授 会 は 、 学 長 が 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 決 定 を 行 う に 当 た り 意 見 を 述

べ る も の と す る 。

(1 ) 学 生 の 入 学 、 卒 業 及 び 課 程 の 修 了

(2 ) 学 位 の 授 与

( 3 ) 前 ２ 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 教 育 研 究 に 関 す る 重 要 な 事 項 で 、 学 長 が 教 授

会 の 意 見 を 聴 く こ と が 必 要 で あ る と 認 め る も の

２ 教 授 会 の 運 営 に 関 す る 規 程 は 、 別 に 定 め る 。

（ 委 員 会 ）

第 36条 の ２ 本 学 に 常 設 の 委 員 会 及 び 臨 時 の 委 員 会 を 置 く こ と が で き る 。

（ 学 科 長 会 議 ）

第 36条 の ３ 本 学 に 学 科 長 会 議 を 置 く 。

２ 学 科 長 会 議 に 関 す る 規 程 は 、 別 に 定 め る 。

（ 学 科 会 議 ）

第 36条 の ４ 本 学 の 設 置 す る 学 科 に 学 科 会 議 を 置 く 。

２ 学 科 会 議 に 関 す る 規 程 は 、 別 に 定 め る 。

第 ９ 章 長 期 履 修 学 生

（ 長 期 履 修 学 生 ）

第 36条 の ５ 第 ４ 条 第 １ 項 に 定 め る 修 業 年 限 を 超 え て 一 定 の 期 間 に わ た り 授 業 科
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目 を 履 修 す る こ と を 目 的 と し て 、 本 学 に 入 学 を 志 願 す る 者 が あ る と き は 、 選 考

の う え 、 長 期 履 修 学 生 と し て 入 学 を 許 可 す る 。

２ 長 期 履 修 学 生 に 関 す る 必 要 な 事 項 は 、 別 に 定 め る 。

第 １ ０ 章 削 除

第 37条 か ら 第 4 6条 ま で 削 除

第 １ １ 章 聴 講 生 、 科 目 等 履 修 生 、 研 究 生 、 委 託 生 及 び 外 国 人 留 学 生

（ 聴 講 生 及 び 科 目 等 履 修 生 ）

第 47条 特 定 の 授 業 科 目 に つ い て 聴 講 又 は 科 目 等 履 修 を 願 い 出 た 者 に 対 し て は 、

選 考 の 上 教 育 に 支 障 の な い 範 囲 内 で 聴 講 生 又 は 科 目 等 履 修 生 と し て こ れ を 許 可

す る 。

２ 科 目 等 履 修 生 に 対 す る 単 位 の 授 与 に つ い て は 、 第 15条 の 規 定 を 準 用 す る 。

３ 聴 講 生 及 び 科 目 等 履 修 生 に 関 す る 取 扱 い は 、 別 に 定 め る 。

（ 研 究 生 ）

第 48条 研 究 を 希 望 す る 者 に 対 し て は 、 研 究 生 と し て こ れ を 許 可 す る 。

２ 研 究 生 に 関 す る 取 扱 い は 、 別 に 定 め る 。

（ 聴 講 生 、 科 目 等 履 修 生 及 び 研 究 生 の 学 納 金 等 ）

第 48条 の ２ 聴 講 生 、 科 目 等 履 修 生 及 び 研 究 生 の 出 願 料 及 び 科 目 等 履 修 料 そ の 他

の 学 納 金 は 、 別 表 第 ７ に 定 め る と お り と す る 。

（ 委 託 生 ）

第 49条 公 共 団 体 又 は そ の 他 の 機 関 に よ り 本 学 の 特 定 の 授 業 科 目 に つ い て 修 学 を

委 託 す る 者 が あ る と き は 、 選 考 の う え 、 委 託 生 と し て こ れ を 許 可 す る こ と が で

き る 。

２ 委 託 生 が 在 学 の た め に 必 要 な 学 納 金 等 は 、 科 目 等 履 修 生 に 準 じ 、 そ の 負 担 の

責 は 委 託 機 関 に お い て 負 う も の と す る 。

（ 外 国 人 留 学 生 ）

第 50条 第 2 0条 の い ず れ か の 入 学 資 格 を 有 す る 外 国 人 で 、 本 邦 所 在 の 外 国 公 館 の

証 明 の あ る 者 は 、 選 考 の う え 外 国 人 留 学 生 と し て 入 学 を 許 可 す る こ と が あ る 。

２ 外 国 人 留 学 生 の 入 学 検 定 料 及 び 授 業 料 そ の 他 の 学 納 金 は 、 正 規 の 課 程 に 準 ず

る も の と す る 。

（ 聴 講 生 等 に 関 す る 別 の 定 め ）

第 51条 こ の 章 に 定 め る も の の ほ か 、 聴 講 生 、 科 目 等 履 修 生 、 研 究 生 、 委 託 生 及

び 外 国 人 留 学 生 （ 以 下 「 聴 講 生 等 」 と い う 。） に 関 す る 規 程 は 、 別 に 定 め る 。

第 １ ２ 章 図 書 館 及 び 附 置 教 育 研 究 施 設 等

（ 図 書 館 ）

第 52条 本 学 に 、 附 属 図 書 館 を 置 く 。

２ 図 書 館 に 関 す る 規 程 は 、 別 に 定 め る 。

（ 附 置 教 育 研 究 施 設 ）

第 53条 本 学 に 、 附 置 教 育 研 究 施 設 及 び そ の 他 の 附 属 施 設 を 置 く こ と が で き る 。

２ 附 置 教 育 研 究 施 設 及 び そ の 他 附 属 施 設 に 関 す る 規 程 は 、 別 に 定 め る 。

第 １ ３ 章 公 開 講 座

（ 公 開 講 座 ）

第 54条 本 学 は 、 教 員 、 介 護 福 祉 士 、 保 育 士 等 の 再 教 育 、 成 人 教 育 及 び 一 般 公 衆
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の 文 化 向 上 の た め に 公 開 講 座 を 設 け る こ と が で き る 。

第 １ ４ 章 保 健 施 設

第 55条 削 除

（ 保 健 施 設 ）

第 56条 本 学 内 に 、 学 生 並 び に 教 職 員 の 健 康 保 持 と そ の 増 進 の た め に 保 健 施 設 を

設 け 、 又 毎 年 定 期 検 診 を 行 な う 。

第 １ ５ 章 賞 罰

（ 表 彰 ）

第 57条 品 行 学 業 と も に 優 秀 で 他 の 模 範 生 と な る 学 生 に 対 し て は 、 表 彰 を 行 な う

こ と が あ る 。

（ 懲 戒 ）

第 58条 学 則 又 は 、 規 則 に 違 反 し 、 そ の 他 学 生 の 本 分 に 背 く 行 為 の あ っ た 者 は 、

そ の 情 状 、 軽 重 に よ っ て こ れ を 懲 戒 す る 。

２ 懲 戒 は 、 訓 戒 、 謹 慎 、 停 学 及 び 退 学 と す る 。

第 59条 前 条 に 規 定 す る 退 学 は 、 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る 者 に 対 し て 行 う 。

(1 ) 学 業 成 績 が 劣 等 で で 成 業 の 見 込 み が な い と 認 め ら れ た 者

(2 ) 本 学 の 方 針 に 違 反 し 、 学 生 の 本 分 に も と る 行 為 が あ る 者 と 認 め ら れ た 者

(3 ) 出 席 常 な ら ぬ 者 、 又 は 正 当 な 理 由 な く １ ヶ 月 以 上 欠 席 し た 者

附 則

第 60条 こ の 学 則 に 定 め る も の の ほ か 、 学 則 の 施 行 に 関 し 、 さ ら に 必 要 な 事 項 は

別 に こ れ を 定 め る 。

第 61条 こ の 学 則 は 昭 和 42年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 学 則 は 昭 和 43年 ４ 月 １ 日 か ら 実 施 す る 。 た だ し 、 第 27条 、 第 2 8条 、 第 2 9

条 の 規 定 は 現 に 本 学 に 在 学 す る 者 に つ い て は 、 従 前 の 例 に よ る 。

３ 第 ９ 条 の ５ ・ ６ お よ び 第 11条 の ６ に つ い て は 、 昭 和 45年 ４ 月 １ 日 か ら 実 施 す

る 。

４ 第 ２ 条 、 第 ３ 条 、 第 ４ 条 、 第 ９ 条 、 第 11条 、 第 15条 、 第 1 8条 、 第 2 8条 、 第 2 9

条 、第 3 7条 、第 3 8条 、お よ び 第 39条 を 改 正 し 、昭 和 47年 ４ 月 １ 日 か ら 実 施 す る 。

５ 第 ２ 条 、 第 ３ 条 、 第 ９ 条 、 第 11条 、 第 2 8条 お よ び 第 29条 を 改 正 し 、 昭 和 48年

４ 月 １ 日 か ら 実 施 す る 。

６ 第 ９ 条 第 １ 項 第 ２ 号 お よ び 第 ４ 条 、第 11条 第 １ 項 第 １ 号 及 至 第 ４ 号 、第 27条 、

第 2 8条 、 第 2 9条 お よ び 第 37条 を 改 正 し 、 昭 和 54年 ４ 月 １ 日 か ら 実 施 す る 。

７ 第 ３ 条 、 第 27条 、 第 2 8条 お よ び 第 29条 を 改 正 し 、 昭 和 55年 ４ 月 １ 日 か ら 実 施

す る 。

８ 第 ９ 条 第 １ 項 第 １ 号 お よ び 第 ４ 号 、 第 11条 第 １ 項 、 第 28条 お よ び 第 29条 を 改

正 し 、 昭 和 57年 ４ 月 １ 日 か ら 実 施 す る 。

９ 第 ２ 条 、 第 ３ 条 、 第 ９ 条 、 第 11条 、 第 2 8条 お よ び 第 29条 を 改 正 し 、 昭 和 58年

４ 月 １ 日 か ら 実 施 す る 。
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1 0 第 ２ 条 、 第 ３ 条 、 第 ４ 条 、 第 ９ 条 、 第 11条 、 第 18条 、 第 2 7条 、 第 2 8条 、 第 2 9

条 、 第 3 7条 、 第 4 1条 、 第 4 2条 、 第 43条 、 第 4 4条 、 第 45条 を 改 正 し 、 ま た あ ら た

に 第 23条 第 ５ 項 、 第 34条 の ２ を 設 け る 。 昭 和 59年 ４ 月 １ 日 よ り 実 施 す る 。

11 第 ９ 条 、 第 11条 第 １ 項 第 １ 号 、 第 ２ 号 、 第 ３ 号 、 第 ４ 号 、 第 ５ 号 、 第 ８ 号 、

第 28条 、 第 2 9条 を 改 正 し 、 ま た あ ら た に 第 11条 、 第 ６ 項 、 第 ７ 項 、 第 14条 、 第

２ 項 を 設 け る 。 昭 和 60年 ４ 月 １ 日 よ り 実 施 す る 。

12 第 3 3条 、 第 4 1条 を 改 正 し 、 ま た あ ら た に 第 33条 第 ２ 項 、 第 38条 、 同 条 第 ２ 項

を 設 け る 昭 和 61年 ４ 月 １ 日 よ り 実 施 す る 。

13 第 ３ 条 、第 ９ 条 、第 11条 、第 28条 を 改 正 し 、昭 和 63年 ４ 月 １ 日 か ら 実 施 す る 。

た だ し 、 昭 和 63年 度 に お い て は 商 学 科 、 初 等 教 育 学 科 の 総 定 員 は 、 第 ３ 条 の 規

定 に か か わ ら ず 次 の と お り と す る 。

昭 和 63年 度 商 学 科 14 0名

初 等 教 育 学 科 80名

1 4 第 5 1条 を 第 6 1条 と し 、 第 37条 か ら 第 5 0条 ま で を 10条 ず つ 繰 り 下 げ る 。 第 13章

を 第 1 4章 と し 、第 ９ 章 か ら 第 12章 ま で を １ 章 ず つ 繰 り 下 げ る 。第 ８ 章 の 次 に「 第

９ 章 専 攻 科 」 を 加 え 、 第 37条 か ら 第 46条 を 加 え る 。 平 成 元 年 ４ 月 １ 日 よ り 実 施

す る 。

15 第 2 9条 第 １ 項 を 改 正 し 、 平 成 元 年 ４ 月 １ 日 か ら 実 施 す る 。

16 第 ９ 条 、 第 11条 第 ７ 項 、 お よ び 第 41条 を 改 正 し 、 平 成 ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 実 施

す る 。

17 こ の 学 則 は 、 平 成 ３ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

18 第 ３ 条 に 規 定 す る 学 生 定 員 は 、 平 成 12年 度 ま で の 間 は 、 次 の と お り と す る 。

年 度 平 成 ４ 年 度 ～平 成 ３ 年 度 平 成 12年 度平 成 1 1年 度

学 科 ･専 攻 入学 定 員 収 容 定 員 入 学 定 員 収 容 定 員 入 学 定 員 収 容 定 員

商 学 科 1 5 0 人 2 4 0 人 1 5 0 人 3 0 0 人 9 0 人 2 4 0 人

1 9 こ の 改 正 学 則 は 、 平 成 ２ 年 10月 １ 日 か ら 施 行 し 、 こ の 改 正 規 定 施 行 日 以 後 に

入 学 す る 学 生 に 係 る 入 学 検 定 料 、 入 学 金 及 び 授 業 料 か ら 適 用 す る 。

20 こ の 学 則 は 、 平 成 ４ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

21 次 の 学 科 の 学 生 定 員 は 、 第 ３ 条 (第 6 1条 附 則 第 1 8項 を 含 む )の 規 定 に か か わ ら

ず 平 成 12年 度 ま で の 間 は 、 次 に よ る も の と す る 。

年 度 平 成 ５ 年 度 ～平 成 ４ 年 度 平 成 12年 度平 成 1 1年 度

学 科 ･専 攻 入学 定 員 収 容 定 員 入 学 定 員 収 容 定 員 入 学 定 員 収 容 定 員

英 文 学 科 8 0 人 1 2 0 人 8 0 人 1 6 0 人 4 0 人 1 2 0 人

商 学 科 1 8 0 人 3 3 0 人 1 8 0 人 3 6 0 人 9 0 人 2 7 0 人

2 2 こ の 学 則 は 平 成 ４ 年 ４ 月 １ 日 よ り 施 行 し 、 平 成 ４ 年 度 の 学 生 か ら 適 用 す る 。

23 こ の 学 則 は 平 成 ５ 年 ４ 月 １ 日 よ り 施 行 し 、 平 成 ６ 年 度 入 学 に 係 る 受 験 生 か ら

適 用 す る 。

24 こ の 学 則 は 平 成 ６ 年 ４ 月 １ 日 よ り 施 行 す る 。 た だ し 、 平 成 ６ 年 度 に お い て は

社 会 福 祉 学 科 の 収 容 定 員 は 第 ３ 条 の 規 定 に か か わ ら ず 10 0名 と す る 。

2 5 こ の 学 則 は 、平 成 ５ 年 10月 １ 日 か ら 施 行 し 、平 成 ６ 年 度 入 学 者 か ら 適 用 す る 。

26 こ の 学 則 は 、平 成 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 し 、平 成 ６ 年 度 入 学 者 か ら 適 用 す る 。

27 こ の 学 則 は 、平 成 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 し 、平 成 ７ 年 度 入 学 者 か ら 適 用 す る 。
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2 8 こ の 学 則 は 、 平 成 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

29 こ の 学 則 は 、平 成 ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 し 、平 成 ８ 年 度 入 学 者 か ら 適 用 す る 。

〔 平 成 ９ 年 度 〕

１ こ の 学 則 は 平 成 ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 改 正 後 の 第 28条 及 び 第

4 5条 の 規 定 は 、 平 成 ９ 年 度 入 学 者 か ら 適 用 す る 。

２ 次 の 学 科 の 収 容 定 員 は 、 第 ３ 条 、 第 61条 第 1 8項 及 び 第 6 1条 第 2 1項 の 規 定 の か

か わ ら ず 平 成 ９ 年 度 に お い て は 、 つ ぎ に よ る も の と す る 。

平 成 ９ 年 度 商 学 科 27 0名

３ 従 前 の 英 文 学 科 及 び 初 等 教 育 学 科 は 、 改 正 後 の 第 ２ 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、

平 成 ９ 年 ３ 月 31日 に 当 該 学 科 に 在 学 す る 者 が 当 該 学 科 に 在 学 し な く な る ま で の

間 、 存 続 す る も の と す る 。

年 度 平 成 ９ 年 度 平 成 10年 度

学 科 ･専 攻 入 学 定 員 収 容 定 員 入 学 定 員 収 容 定 員

英 文 学 科 0人 40人

初 等 教 育 学 科 0人 30人

４ 平 成 ９ 年 ３ 月 31日 に 英 文 学 科 及 び 初 等 教 育 学 科 に 在 学 し て い る 者 に 係 る 免 許

資 格 及 び 授 業 料 は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

５ 次 の 学 科 の 学 生 定 員 は 、 第 61条 第 21項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 平 成 ９ 年 ４ 月 １

日 以 降 は 、 次 に よ る も の と す る 。

年 度 平 成 ９ 年 度 平 成 10年 度

学 科 ･専 攻 入 学 定 員 収 容 定 員 入 学 定 員 収 容 定 員

英 文 学 科 募 集 停 止

初 等 教 育 学 科 90人 2 7 0人 9 0人 1 8 0人

〔 平 成 1 0年 度 〕

こ の 学 則 は 、 平 成 10年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 し 、 平 成 10年 度 入 学 者 か ら 適 用 す る 。

附 則 [最 終 改 正 1 9 9 8年 3月 1 9日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 平 成 １ ０ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [1 9 9 8年 1 2月 1 4日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 19 9 9年 4月 1日 か ら 施 行 し 、 19 9 9年 度 入 学 者 か ら 適 用 す る 。

附 則 [1 9 9 9年 3月 1 9日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 19 9 9年 4月 1日 か ら 施 行 し 、 学 納 金 の 改 定 は 、 19 9 9年 度 入 学 者 か ら

適 用 す る 。

附 則 [1 9 9 9年 9月 3 0日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 0年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [1 9 9 9年 1 2月 1 5日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 0年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。た だ し 、別 表 第 9及 び 別 表 第 1 1の 改 正

規 定 は 、 20 0 0年 度 入 学 者 か ら 適 用 す る 。

附 則 [2 0 0 0年 3月 1 5日 理 事 会 議 決 ]

１ こ の 学 則 は 、 20 0 0年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

２ 中 部 学 院 大 学 短 期 大 学 部 単 位 互 換 実 施 規 程（ 19 9 7年 9月 2 6日 施 行 ）の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

第 １ 条 中 「 第 １ ５ 条 の ２ 」 を 「 第 １ ５ 条 の ４ 」 に 改 め る 。

３ 中 部 学 院 大 学 短 期 大 学 部 既 修 得 単 位 認 定 規 程 （ 19 9 8年 4月 1日 施 行 ） の 一 部 を
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次 の よ う に 改 正 す る 。

第 １ 条 中 「 第 １ ５ 条 の ４ 」 を 「 第 １ ６ 条 」 に 改 め る 。

附 則 [2 0 0 0年 9月 2 6日 理 事 会 議 決 ]

１ こ の 学 則 は 、 20 0 1年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

２ 第 ３ 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、経 営 学 科 に か か る 20 0 1年 度 の 収 容 定 員 は 、16 0名

と す る 。

附 則 [2 0 0 1年 3月 1 9日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 1年 4月 1日 よ り 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 1年 1 1月 5日 院 内 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 2年 4月 1日 よ り 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 2年 1月 2 2日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 2年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 2年 3月 1 8日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 2年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 2年 5月 2 4日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 2年 5月 2 4日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 3年 1月 2 1日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 3年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 3年 3月 1 8日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 3年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 3年 9月 2 4日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 4年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 4年 1月 2 0日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 4年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 4年 3月 1 7日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 4年 4月 1日 よ り 施 行 し 、 20 0 4年 度 入 学 生 よ り 適 用 す る 。

附 則 [2 0 0 4年 9月 2 2日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 4年 9月 2 2日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 4年 1 2月 2 0日 理 事 会 議 決 ]

１ こ の 学 則 は 、 20 0 5年 4月 1日 か ら 施 行 し 、 20 0 5年 度 入 学 生 か ら 適 用 す る 。

２ こ の 学 則 に よ る 改 正 後 の 学 則 第 7章 の 章 名 、第 27条 、第 3 1条 、第 3 2条 、第 4 5条 、

第 4 8条 の 2、 第 4 9条 、 第 5 0条 、 別 表 第 6、 別 表 第 8及 び 別 表 第 9の 規 定 は 2 0 0 4年 1 2

月 2 0日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 5年 3月 1 7日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 5年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 １ の 改 正 規 定 は 、 20

0 4年 度 入 学 者 か ら 適 用 す る 。

附 則 [2 0 0 5年 5月 2 5日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、20 0 6年 4月 1日 よ り 施 行 し 、20 0 6年 度 入 学 者 か ら 適 用 す る 。た だ し 、

別 表 1は 2 0 0 4年 度 入 学 者 か ら 適 用 す る 。

附 則 [2 0 0 5年 9月 2 1日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 5年 1 0月 1日 よ り 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 5年 1 2月 1 4日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 5年 1 2月 1 4日 よ り 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 6年 3月 1 5日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 6年 4月 1日 よ り 施 行 す る 。
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附 則 [2 0 0 6年 9月 2 6日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 7年 4月 1日 よ り 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 7年 3月 1 9日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 7年 4月 1日 よ り 施 行 す る 。 た だ し 、 第 １ ０ 条 の ２ ケ ア ク ラ ー ク

技 能 認 定 試 験 受 験 資 格 及 び 別 表 第 １ （ ２ ） 専 門 科 目 の う ち 、 経 営 情 報 学 科 の 「 社

会 人 の 基 礎 学 力 」、 幼 児 教 育 学 科 の 「 家 族 援 助 演 習 」、 社 会 福 祉 学 科 の 「 認 知 症 ケ

ア 実 践 」 の 授 業 科 目 は 、 20 0 6年 度 入 学 生 か ら 適 用 す る 。

附 則 [2 0 0 7年 5月 2 8日 理 事 会 議 決 ]

１ こ の 学 則 は 、 20 0 8年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

２ 従 前 の 経 営 情 報 学 科 は 、改 正 後 の 第 ２ 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、20 0 8年 3月 3 1日

に 当 該 学 科 に 在 学 す る 者 が 当 該 学 科 に 在 学 し な く な る ま で の 間 、 存 続 す る も の

と す る 。

３ 20 0 8年 3月 3 1日 に 経 営 情 報 学 科 に 在 学 し て い る 者 に 係 る 授 業 科 目 、卒 業 に 必 要

な 単 位 及 び 資 格 の 取 扱 い に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

４ こ の 学 則 に よ る 改 正 後 の 学 則 第 １ ２ 条 の ２ 第 ４ 項 の 規 程 は 、 20 0 7年 4月 1日 か

ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 8年 3月 1 9日 理 事 会 議 決 ]

１ こ の 学 則 は 、 20 0 8年 4月 1日 よ り 施 行 す る 。

２ 従 前 の 経 営 情 報 学 科 は 、20 0 8年 3月 3 1日 に 当 該 学 科 に 在 学 す る 者 が 当 該 学 科 に

在 学 し な く な る ま で の 間 、 存 続 す る も の と し 、 経 営 情 報 学 科 の 教 育 研 究 上 の 目

的 に つ い て は 、 改 正 後 の 第 ２ 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の と お り と す る 。

経 営 情 報 学 科

経 営 ・ 経 済 ・ 会 計 ・ 情 報 の 基 礎 理 論 、 実 際 に つ い て 教 授 、 研 究 し 、 幅 広 い

教 養 及 び 深 い 専 門 的 知 識 を 習 得 し た 地 域 社 会 に 貢 献 す る 人 材 を 養 成 す る こ と

を 目 的 と す る 。

附 則 [2 0 0 8年 5月 2 6日 理 事 会 議 決 ]

１ こ の 学 則 は 、 20 0 9年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

２ 第 ３ 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 社 会 福 祉 学 科 に か か る 20 0 9年 度 の 収 容 定 員 は 18

0名 と す る 。

附 則 [2 0 0 8年 9月 2 4日 理 事 会 議 決 ]

１ こ の 学 則 は 、 20 0 9年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。た だ し 、第 11条 第 1項 別 表 第 ５ に 定

め る 卒 業 に 必 要 な 最 低 修 得 単 位 数 は 、 20 0 8年 度 入 学 生 か ら 適 用 す る 。

２ 改 正 後 の 学 則 第 9条 第 1項 別 表 1 ( 2 )社 会 福 祉 学 科 専 門 科 目 は 、 20 0 9年 度 入 学 生

か ら 適 用 し 、 こ の 学 則 の 施 行 日 前 に 現 に 在 学 す る 学 生 の 授 業 科 目 の 取 り 扱 い に

つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。 た だ し 、「 介 護 実 習 ・ 施 設 Ⅰ 」「 介 護 実 習 ・ 施

設 Ⅱ 」「 介 護 実 習 ・ 施 設 Ⅲ 」「 在 宅 介 護 実 習 」「 実 習 指 導 Ⅰ 」「 実 習 指 導 Ⅱ 」「 実

習 指 導 Ⅲ 」 及 び 「 実 習 指 導 Ⅳ 」 の 必 修 の 授 業 科 目 を 選 択 の 授 業 科 目 と し 、 20 0 8

年 度 入 学 生 に 適 用 す る 。

附 則 [2 0 0 8年 1 2月 1 6日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 9年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 9年 3月 1 7日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 0 9年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 0 9年 9月 2 9日 理 事 会 議 決 ]

１ こ の 学 則 は 、 20 1 0年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 学 則 施 行 日 の 前 日 に 在 学 す る 学 生 の 授 業 科 目 の 取 扱 い に つ い て は 、 な お
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従 前 の 例 に よ る 。

附 則 [2 0 1 0年 9月 3 0日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 1年 4月 1日 か ら 施 行 し 、 20 1 1年 度 入 学 生 か ら 適 用 す る 。

附 則 [2 0 1 0年 1 2月 1 5日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 1年 4月 1日 か ら 施 行 し 、 改 正 後 の 別 表 第 １ （ ２ ） 専 門 科 目 中 、

幼 児 教 育 学 科「 保 育 実 践 演 習 」に 係 る 規 定 は 、20 1 1年 度 入 学 生 か ら 適 用 し 、同「 専

門 ゼ ミ ナ ー ル 」 に 係 る 規 定 は 、 20 1 0年 度 入 学 生 か ら 適 用 す る 。

附 則 [2 0 1 1年 3月 2 2日 理 事 会 議 決 ]

１ こ の 学 則 は 、 20 1 1年 4月 1日 か ら 施 行 し 、 改 正 後 の 学 則 別 表 第 ３ の 規 定 は 、 20

1 1年 度 入 学 生 か ら 適 用 し 、 改 正 後 の 学 則 別 表 １ （ １ ） の 規 定 は 、 20 1 0年 度 入 学

生 か ら 適 用 す る 。

２ 中 部 学 院 大 学 短 期 大 学 部 長 期 履 修 学 生 規 程 (2 0 0 3年 4月 1日 施 行 )の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

第 １ 条 中 「 第 36条 の 3」 を 「 第 3 6条 の 5」 に 改 め る 。

附 則 [2 0 1 1年 9月 2 8日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 2年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 36条 の 改 正 規 定 に つ い て

は 、 20 1 1年 9月 2 8日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 1 2年 3月 1 2日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 2年 4月 1日 よ り 施 行 す る 。

附 則 [2 0 1 2年 9月 2 0日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 3年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 1 3年 3月 1 1日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 3年 4月 1日 か ら 施 行 し 、 20 1 3年 度 入 学 生 か ら 適 用 す る 。

附 則 [2 0 1 3年 9月 2 5日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 4年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。た だ し 、第 34条 の 3を 改 正 す る 規 定 は

20 1 3年 9月 2 5日 か ら 施 行 し 、 20 1 3年 4月 1日 か ら 適 用 す る 。

附 則 [2 0 1 3年 1 2月 1 8日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 4年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 1 4年 9月 2 4日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 5年 4月 1日 か ら 施 行 し 、 20 1 5年 度 入 学 生 か ら 適 用 す る 。

附 則 [2 0 1 5年 3月 1 6日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、20 1 5年 4月 1日 か ら 施 行 し 、20 1 5年 度 入 学 生 か ら 適 用 す る 。た だ し 、

別 表 第 １ （ ２ ） 及 び 別 表 第 ７ に 掲 げ る 科 目 の う ち 、 職 業 体 験 Ⅰ 、 職 業 体 験 Ⅱ 及 び

職 業 体 験 Ⅲ に つ い て は 、 20 1 4年 度 入 学 生 か ら 適 用 す る 。

附 則 [2 0 1 5年 5月 2 7日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 6年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 1 5年 1 2月 1 5日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、20 1 6年 4月 1日 か ら 施 行 し 、20 1 6年 度 入 学 生 か ら 適 用 す る 。た だ し 、

改 正 後 の 第 １ ０ 条 の ２ の 表 に 掲 げ る 中 部 学 院 大 学 短 期 大 学 部 ﾘﾌ ﾚ ｸ ｿ ﾛ ｼ ﾞ ｽ ﾄ及 び 第 １

２ 条 の ２ 第 ５ 項 に つ い て は 、 20 1 4年 度 入 学 生 か ら 適 用 す る 。

附 則 [2 0 1 6年 3月 8日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 6年 4月 1日 か ら 施 行 し 、 20 1 6年 度 入 学 生 か ら 適 用 す る 。

附 則 [2 0 1 7年 3月 1 5日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 7年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 １ （ ４ ） の 改 正 規 定

に つ い て は 、 20 1 6年 度 入 学 生 か ら 適 用 す る 。
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附 則 [2 0 1 7年 9月 2 7日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 8年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 1 8年 3月 1 5日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 8年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 1 8年 9月 2 7日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 9年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 [2 0 1 9年 3月 1 2日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 1 9年 4月 1日 か ら 施 行 し 、 20 1 9年 度 入 学 生 か ら 適 用 す る 。 な お 、

介 護 の 日 本 語 Ⅰ 、 介 護 の 日 本 語 Ⅱ 、 介 護 の 日 本 語 Ⅲ 、 介 護 の 日 本 語 Ⅳ 、 介 護 学 習

の 基 礎 Ⅰ 及 び 介 護 学 習 の 基 礎 Ⅱ の 授 業 科 目 に つ い て は 、 20 1 8年 度 入 学 生 か ら 適 用

す る 。

附 則 [2 0 1 9年 9月 3 0日 理 事 会 議 決 ]

こ の 学 則 は 、 20 2 0年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 ６ 条 第 ２ 項 の 改 正 規 定 に

つ い て は 、 20 1 9年 9月 3 0日 か ら 施 行 し 、 20 1 9年 4月 1日 か ら 適 用 す る 。

附 則 [2 0 2 0年 3月 1 7日 理 事 会 議 決 ]

１ こ の 学 則 は 、 20 2 0年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

２ 別 表 第 １ （ ２ ） 専 門 科 目 「 所 作 表 現 論 」 の 授 業 科 目 の 改 正 は 、 20 1 8年 度 入 学

生 か ら 適 用 す る 。

附 則 ［ 20 2 0年 1 2月 1 5日 理 事 会 議 決 ］

こ の 学 則 は 、 20 2 1年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 ［ 20 2 1年 3月 1 7日 理 事 会 議 決 ］

こ の 学 則 は 、 20 2 1年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 ［ 20 2 1年 1 2月 1 5日 理 事 会 議 決 ］

こ の 学 則 は 、 20 2 2年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 ［ 20 2 2年 3月 1 7日 理 事 会 議 決 ］

こ の 学 則 は 、 20 2 2年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。

附 則 ［ 20 2 3年 3月 1 6日 理 事 会 議 決 ］

こ の 学 則 は 、 20 2 3年 4月 1日 か ら 施 行 す る 。
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別 表 第 １ （ １ ） 基 礎 科 目

単 位 数

授 業 科 目 備 考

必 修 選 択

人間と ｷ ﾘ ｽ ﾄ 教 キ リ ス ト 教 概 論 ２

キ リ ス ト 教 文 化 ２

キ リ ス ト 教 と 音 楽 ２ こ の う ち 幼

児 教 育 学 科

文 学 と 人 間 ２ は １ １ 単 位

哲 学 の 基 礎 ２ 以 上 、 社 会

歴 史 と 人 間 ２ 福 祉 学 科 は

生 活 と 文 化 ２ １ ３ 単 位 以

社 会 学 ２ 上 修 得 の こ

社 会 と 文 化 日 本 国 憲 法 ２ と 。 (同 一 外

ジ ェ ン ダ ー 論 ２ 国 語 ２ 単 位

現 代 社 会 と 情 報 ２ 含 む )

ボ ラ ン テ ィ ア 実 践 論 ２

情 報 活 用 論 ２

統 計 学 ２

ﾎﾞ ﾗ ﾝ ﾃ ｨ ｱ活 動 論 ２

倫 理 学 の 基 礎 ２

法 学 ２

経 済 学 ２

政 治 学 ２

多 文 化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ２

仕 事 と 人 生 ２

美 濃 と 飛 騨 の ふ く し ２

ラ イ フ ス テ ー ジ と 法 ２

教 養 基 礎 ２

自 然 の 理 解 岐 阜 の 自 然 ２

心 理 学 ２

健康･ ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 科 学 ス ポ ー ツ 科 学 論 ２

身 体 に よ る 表 現 活 動 ( ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ実 技 ) １

言 語 に よ る 表 現 活 動 Ⅰ -1 １ (演 習 )

( ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英 語 )

言 語 と 文 化 言 語 に よ る 表 現 活 動 Ⅰ -2 １ (演 習 )

( ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英 語 )

言 語 に よ る 表 現 活 動 Ⅰ -3 １ (演 習 )

( ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英 語 )

言 語 に よ る 表 現 活 動 Ⅰ -4 １ (演 習 )

( ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英 語 )

言 語 に よ る 表 現 活 動 Ⅱ -1 １ (演 習 )

( ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ中 国 語 )

言 語 に よ る 表 現 活 動 Ⅱ -2 １ (演 習 )

( ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ中 国 語 )
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言 語 に よ る 表 現 活 動 Ⅲ -1 １ (演 習 )

( ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ韓 国 語 )

言 語 に よ る 表 現 活 動 Ⅲ -2 １ (演 習 )

( ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ韓 国 語 )

海 外 研 修 （ 異 文 化 交 流 ） ２ (演 習 )

海 外 短 期 留 学 Ⅰ ２ (演 習 )

海 外 短 期 留 学 Ⅱ ４ (演 習 )

介 護 の 日 本 語 Ⅰ １ ☆ (演 習 )

介 護 の 日 本 語 Ⅱ １ ☆ (演 習 )

介 護 の 日 本 語 Ⅲ １ ☆ (演 習 )

介 護 の 日 本 語 Ⅳ １ ☆ (演 習 )

介 護 学 習 の 基 礎 Ⅰ ２ ☆ (演 習 )

介 護 学 習 の 基 礎 Ⅱ ２ ☆ (演 習 )

基 礎 演 習 基 礎 ゼ ミ ナ ー ル ２ (演 習 )

注 １ 社 会 福 祉 学 科 は 、「 社 会 学 」 及 び 「 心 理 学 」 を 必 修 。

注 ２ ☆ 印 は 、 外 国 人 留 学 生 の 授 業 科 目 と す る 。
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別 表 第 １ （ ２ ） 専 門 科 目

単 位 数

学 科 授 業 科 目 備 考

必 修 選 択

幼 児 教 育 学 科 保 育 原 理 ２

社 会 的 養 護 Ⅰ ２

障 害 児 保 育 ２ (演 習 )

保 育 実 習 Ⅰ Ａ (保 育 所 ) ２ (実 習 )

保 育 実 習 Ⅰ Ｂ (施 設 ) ２ (実 習 )

保 育 実 習 Ⅱ (保 育 所 ) ２ (実 習 )

保 育 実 習 Ⅲ (施 設 ) ２ (実 習 )

子 ど も の 保 健 ２

子 ど も の 食 と 栄 養 Ａ １ (演 習 )

子 ど も の 食 と 栄 養 Ｂ １ (演 習 )

音 楽 Ａ １ (演 習 )

音 楽 Ｂ １ (演 習 )

社 会 福 祉 ２

子 ど も 家 庭 支 援 論 ２

子 育 て 支 援 １ (演 習 )

子 ど も 家 庭 福 祉 ２

キ リ ス ト 教 保 育 １ (演 習 )

職 業 体 験 Ⅰ ２ (実 習 )

職 業 体 験 Ⅱ ２ (実 習 )

職 業 体 験 Ⅲ ２ (実 習 )

保 育 ・ 教 職 実 践 演 習 （ 幼 稚 園 ） ２ (演 習 )

専 門 ゼ ミ ナ ー ル ２ (演 習 )

教 職 概 論 ２

教 育 原 理 ２

教 育 社 会 学 ２

保 育 の 心 理 学 ２

子 ど も 家 庭 支 援 の 心 理 学 ２

教 育 心 理 学 ２

特 別 支 援 教 育 論 １

保 育 ・ 教 育 課 程 論 ２

教 育 方 法 論 ２

幼 児 理 解 の 理 論 と 方 法 １ (演 習 )

教 育 相 談 ２

保 育 内 容 総 論 １ (演 習 )

保 育 内 容 (健 康 ) １ (演 習 )

保 育 内 容 (人 間 関 係 ) １ (演 習 )

保 育 内 容 (環 境 ) １ (演 習 )

保 育 内 容 (言 葉 ) １ (演 習 )

保 育 内 容 (表 現 ) １ (演 習 )

幼 児 と 健 康 １ (演 習 )

幼 児 と 人 間 関 係 １ (演 習 )

幼 児 と 言 葉 １ (演 習 )

幼 児 と 表 現 １ (演 習 )

乳 児 保 育 Ⅰ １ (演 習 )

乳 児 保 育 Ⅱ １ (演 習 )

子 ど も の 健 康 と 安 全 １ (演 習 )

社 会 的 養 護 Ⅱ １ (演 習 )

総 合 表 現 活 動 Ａ ２ (演 習 )

総 合 表 現 活 動 Ｂ ２ (演 習 )

保 育 実 習 事 前 ・ 事 後 指 導 Ⅰ Ａ １ (演 習 )

保 育 実 習 事 前 ・ 事 後 指 導 Ⅰ Ｂ １ (演 習 )

保 育 実 習 事 前 ・ 事 後 指 導 Ⅱ １ (演 習 )

保 育 実 習 事 前 ・ 事 後 指 導 Ⅲ １ (演 習 )

幼 稚 園 教 育 実 習 事 前 ・ 事 後 指 導 Ⅰ １ (演 習 )
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幼 稚 園 教 育 実 習 事 前 ・ 事 後 指 導 Ⅱ １ (演 習 )
幼 稚 園 教 育 実 習 Ⅰ ２ (実 習 )
幼 稚 園 教 育 実 習 Ⅱ ２ (実 習 )
保 育 基 礎 講 座 Ⅰ １ (演 習 )
保 育 基 礎 講 座 Ⅱ １ (演 習 )
保 育 基 礎 講 座 Ⅲ １ (演 習 )

社 会 福 祉 学 科 社 会 福 祉 の 基 礎 ２

人 間 関 係 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ２

社 会 保 障 論 ２

地 域 総 合 演 習 ２ (演 習 )

介 護 福 祉 論 Ⅰ ２

介 護 福 祉 論 Ⅱ ２

介 護 の 基 本 Ａ (生 活 文 化 と 地 域 ２

社 会 )

介 護 の 基 本 Ｂ (予 防 と 運 動 学 ) ２

介 護 の 基 本 Ｃ (ﾘ ｽ ｸ ﾏ ﾈ ｼ ﾞ ﾒ ﾝ ﾄ ) ２

介 護 の 基 本 Ｄ (健 康 管 理 ) ２

介 護 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 Ⅰ １ (演 習 )

介 護 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 Ⅱ １ (演 習 )

生 活 支 援 技 術 (介 護 )Ⅰ ３ (演 習 )

生 活 支 援 技 術 (介 護 )Ⅱ ２ (演 習 )

生 活 支 援 技 術 (介 護 )Ⅲ ２ (演 習 )

生 活 支 援 技 術 Ａ (栄 養 ・ 調 理 ) １ (演 習 )

生 活 支 援 技 術 Ｂ (被 服 ・ 住 居 ) １ (演 習 )

生 活 支 援 技 術 Ｃ (ﾚ ｸ ﾘ ｴ ｰ ｼ ｮ ﾝ ) １ (演 習 )

介 護 過 程 Ⅰ ２

介 護 過 程 Ⅱ ２ (演 習 )

介 護 過 程 Ⅲ ２ (演 習 )

介 護 総 合 演 習 Ⅰ １ (演 習 )

介 護 総 合 演 習 Ⅱ １ (演 習 )

介 護 総 合 演 習 Ⅲ １ (演 習 )

介 護 総 合 演 習 Ⅳ １ (演 習 )

介 護 基 礎 実 習 (実 習 )
２

地 域 介 護 実 習 (実 習 )

介 護 過 程 実 習 ４ (実 習 )

介 護 総 合 実 習 ４ (実 習 )

発 達 と 老 化 の 理 解 Ａ ２

発 達 と 老 化 の 理 解 Ｂ ２

認 知 症 の 理 解 Ａ (医 学 ) ２

認知症の理解Ｂ (生 活支援と制度 ) ２

障 害 の 理 解 Ａ (身 体 障 害 ) ２

障 害 の 理 解 Ｂ (知 的 ・ 精 神 障 害 ) ２

こ こ ろ と か ら だ の し く み Ａ ２

こ こ ろ と か ら だ の し く み Ｂ ２

こ こ ろ と か ら だ の し く み Ｃ １ (演 習 )

医 療 的 ケ ア Ａ ２

医 療 的 ケ ア Ｂ １ (演 習 )

医 療 的 ケ ア Ｃ １ (演 習 )

リ ラ ク セ ー シ ョ ン ・ ケ ア Ⅰ １ (演 習 )

リ ラ ク セ ー シ ョ ン ・ ケ ア Ⅱ １ (演 習 )

災 害 介 護 １ (演 習 )

高 齢 者 と 住 ま い ２

介 護 保 険 事 務 管 理 論 ２

障 が い が あ る 子 ど も の 生 活 支 援 ２

職 業 体 験 指 導 １ (演 習 )

職 業 体 験 Ⅰ ２ (実 習 )

職 業 体 験 Ⅱ ２ (実 習 )

職 業 体 験 Ⅲ ２ (実 習 )

美 の 健 康 科 学 Ⅰ ２
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美 の 健 康 科 学 Ⅱ ２

美 の 表 現 活 動 Ⅰ （ 音 楽 ・ ダ ン ス ） １ (演 習 )

美 の 表 現 活 動 Ⅱ （ 音 楽 ・ ダ ン ス ） １ (演 習 )

現 代 マ ネ ジ メ ン ト 研 究 ２

医 療 と 法 ２

言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ ２

言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ ２

非 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ２

仕 事 と マ ナ ー Ⅰ ２

仕 事 と マ ナ ー Ⅱ ２

ビ ジ ネ ス 表 現 ス キ ル Ⅰ ２

ビ ジ ネ ス 表 現 ス キ ル Ⅱ ２

SN S活 用 論 Ⅰ ２

S N S活 用 論 Ⅱ ２

映 像 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン Ⅰ ２

映 像 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン Ⅱ ２

ネ イ ル ケ ア Ⅰ １ (演 習 )

ネ イ ル ケ ア Ⅱ １ (演 習 )

ブ ラ イ ダ ル マ ネ ジ メ ン ト Ⅰ ２

ブ ラ イ ダ ル マ ネ ジ メ ン ト Ⅱ ２

所 作 表 現 論 ２

医 療 事 務 Ⅰ ２

医 療 事 務 Ⅱ ２

医 療 事 務 Ⅲ ２

医 療 事 務 演 習 Ⅰ １ (演 習 )

医 療 事 務 演 習 Ⅱ １ (演 習 )

医 療 事 務 演 習 Ⅲ １ (演 習 )

歯 科 医 療 事 務 Ⅰ ２

歯 科 医 療 事 務 Ⅱ ２

歯 科 医 療 事 務 演 習 Ⅰ １ (演 習 )

歯 科 医 療 事 務 演 習 Ⅱ １ (演 習 )

歯 科 助 手 実 践 の 基 礎 ２

歯 科 助 手 実 習 １ (実 習 )

歯 科 助 手 実 習 指 導 １ (演 習 )

人 の か ら だ と こ こ ろ の 基 礎 ２

社 会 保 障 と 医 療 保 険 の 仕 組 み ２

人 を 支 え る ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ ２

く ら し を 支 え る ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ ２

地 域 を 支 え る ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ ２

美 体 験 海 外 研 修 Ⅰ １ (演 習 )

美 体 験 海 外 研 修 Ⅱ １ (演 習 )

☆ 印 は 、 外 国 人 留 学 生 の 授 業 科 目 と す る 。
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（ ３ ） 国 試 対 策 等 講 座 科 目

単 位 数

授 業 科 目 備 考

必 修 選 択

介 護 福 祉 士 国 家 試 験 対 策 講 座 ２

別 表 第 ２ 児 童 厚 生 ２ 級 指 導 員 に 関 す る 科 目

単 位 数

学 科 授 業 科 目 備 考

必 修 選 択

幼 児 教 育 学 科 児 童 館 の 機 能 と 運 営 ２

児 童 館 の 活 動 内 容 と 指 導 法 ２

別 表 第 ２ の ２ 認 定 ベ ビ ー シ ッ タ ー に 関 す る 科 目

単 位 数

学 科 授 業 科 目 備 考

必 修 選 択

幼 児 教 育 学 科 在 宅 保 育 論 ２

別 表 第 ３ レ ク リ エ ー シ ョ ン イ ン ス ト ラ ク タ ー に 関 す る 科 目

単 位 数

学 科 ・ 資 格 区 分 授 業 科 目 備 考

必 修 選 択

幼 児 教 育 学 科
レ ク リ エ ー シ ョ ン 論 ２

社 会 福 祉 学 科

別 表 第 ４ 卒 業 に 必 要 な 最 低 修 得 単 位 数

学 科 科 目 区 分 卒 業 要 件 単 位

幼 児 教 育 学 科 基 礎 科 目 １ ３ 単 位 以 上

専 門 科 目 ５ ３ 単 位 以 上

合 計 ６ ６ 単 位 以 上

社 会 福 祉 学 科 基 礎 科 目 １ ６ 単 位 以 上

専 門 科 目 ５ ０ 単 位 以 上

合 計 ６ ６ 単 位 以 上
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別 表 第 ５ 学 納 金 等 （ 幼 児 教 育 学 科 、 社 会 福 祉 学 科 ）

入 学 検 定 料 ３ ０ ， ０ ０ ０ 円

入 学 金 （ 入 学 時 ） ２ ８ ０ ， ０ ０ ０ 円

授 業 料 （ 年 額 ） ５ ５ ０ ， ０ ０ ０ 円

施 設 設 備 資 金 （ 年 額 ） ２ ０ ０ ， ０ ０ ０ 円

教 育 充 実 費 （ 年 額 ） ２ ８ ０ ， ０ ０ ０ 円

別 表 第 ６ 在 籍 料

在 籍 料 １ ０ ０ ， ０ ０ ０ 円 休 学 の 期 間 が 半 期 に よ る 場 合 は 、

半 額 と す る 。

別 表 第 ７ 学 納 金 等 （ 聴 講 生 、 科 目 等 履 修 生 、 研 究 生 ）

出 願 料 ５ ， ０ ０ ０ 円
聴

入 学 金 (入 学 時 ) １ ０ ， ０ ０ ０ 円
講

聴 講 義 (１ 単 位 ) ５ ， ０ ０ ０ 円
生 講

料 演 習 (１ 単 位 ) ７ ， ５ ０ ０ 円

科 出 願 料 ５ ， ０ ０ ０ 円
目
等 入 学 金 (入 学 時 ) １ ０ ， ０ ０ ０ 円
履
修 科 履 講 義 (１ 単 位 ) １ ０ ， ０ ０ ０ 円
生 目 修

等 料 演 習 ・ 実 験 実 習 (１ 単 位 ) １ ５ ， ０ ０ ０ 円

出 願 料 １ ０ ， ０ ０ ０ 円
研
究 入 学 金 １ ５ ， ０ ０ ０ 円
生

研 究 料 (年 額 ) ３ ６ ， ０ ０ ０ 円
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変更事項を記載した書類 

                                               

 

変更時期  令和７年４月１日 

 

変更内容  幼児教育学科及び社会福祉学科の入学定員及び収容定員を変更する。 

         

      （幼児教育学科） 

       入学定員 １００名 →  ８０名 

       収容定員 ２００名 → １６０名 

 

      （社会福祉学科） 

       入学定員  ８０名 → １００名 

       収容定員 １６０名 → ２００名 

 

変更理由  現在幼児教育学科は入学定員を１００名として学生を募集しているが、令

和２年度から現在まで、入学者数が入学定員を充足できていない。一方、社

会福祉学科は入学定員を８０名として学生を募集しているが、令和２年度か

ら現在まで入学定員を充足している。このことから、幼児教育学科及び社会

福祉学科の入学定員の見直しを行い、入学定員充足率の適正化を図る。 

 

幼児教育学科及び社会福祉学科の入学状況 

学 科 区 分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

 

幼児教育学科 

入学定員 １００ １００ １００ １００ １００ 

入学者数 ８４ ８９ ７０ ５７ ９９ 

充足率 ０.８４ ０.８９ ０.７０ ０.５７ ０.９９ 

 

社会福祉学科 

入学定員 ８０ ８０ ８０ ８０ ８０ 

入学者数 ８７ ８６ ９７ ８２ ９５ 

充足率 １.０９ １.０８ １.２１ １.０３ １.１８ 
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中部学院大学短期大学部学則新旧対照表

新 旧

中部学院大学短期大学部学則 中部学院大学短期大学部学則

第１章 総 則 第１章 総 則
（目 的） （目 的）

第１条 本学は、教育基本法及び学校教育法に基づき、キリ 第１条 本学は、教育基本法及び学校教育法に基づき、キリ
スト教精神による人格教育を基盤として、広く一般教養と スト教精神による人格教育を基盤として、広く一般教養と

して必要な知識を授けるとともに、深く実際に役立つ専門 して必要な知識を授けるとともに、深く実際に役立つ専門
の学芸を教授・研究し、清らかな人格と高い教養、豊かな の学芸を教授・研究し、清らかな人格と高い教養、豊かな
情操を養い、よりよき社会人としての人間形成を行なうこ 情操を養い、よりよき社会人としての人間形成を行なうこ

とを目的とする。 とを目的とする。

（省 略） （省 略）

第２章 学科、学生定員及び修業年限 第２章 学科、学生定員及び修業年限

（学 科） （学 科）
第２条 本学に、次の学科を置く。各学科の教育研究上の 第２条 本学に、次の学科を置く。各学科の教育研究上の
目的については、次の各号に掲げるとおりとする。 目的については、次の各号に掲げるとおりとする。

（１）幼児教育学科 （１）幼児教育学科
乳幼児教育及び保育に必要な基礎理論と技術につ 乳幼児教育及び保育に必要な基礎理論と技術につ

いて教授、研究し、幅広い教養及び深い専門的知識 いて教授、研究し、幅広い教養及び深い専門的知識
を習得した保育者を養成することを目的とする。 を習得した保育者を養成することを目的とする。

（２）社会福祉学科 （２）社会福祉学科

生活の質の向上に必要な基礎理論と技術について 生活の質の向上に必要な基礎理論と技術について
教授、研究し、幅広い教養及び深い専門的知識を習 教授、研究し、幅広い教養及び深い専門的知識を習

得し、福祉の向上と社会の発展に寄与できる人材を 得し、福祉の向上と社会の発展に寄与できる人材を
養成することを目的とする。 養成することを目的とする。

（学生定員） （学生定員）

第３条 本学の学生定員は、次のとおりとする。 第３条 本学の学生定員は、次のとおりとする。
入学定員 収容定員 入学定員 収容定員

幼児教育学科 80名 160名 幼児教育学科 100名 200名
社会福祉学科 100名 200名 社会福祉学科 80名 160名

（省 略） （省 略）

附 則

この学則は、2025年4月1日から施行する。
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

 

１．学則変更（収容定員変更）の内容 

中部学院大学短期大学部は、幼児教育学科及び社会福祉学科の２学科を擁する。令和

７年度より、幼児教育学科の入学定員を１００名から８０名に、社会福祉学科の入学定

員を８０名から１００名にそれぞれ変更することにより、入学定員充足率の適正化を

図る。 

 

新 旧 

幼児教育学科 

  入学定員   ８０名 

  収容定員  １６０名 

幼児教育学科 

 入学定員  １００名 

  収容定員  ２００名 

社会福祉学科 

 入学定員  １００名 

  収容定員  ２００名 

社会福祉学科 

  入学定員   ８０名 

  収容定員  １６０名 

 

 

２．学則変更（収容定員変更）の必要性 

   下表のとおり、幼児教育学科は入学定員を１００名として学生を募集しているが、令 

和２年度以降入学者数が入学定員を充足できていない。一方、社会福祉学科は入学定員 

を８０名として学生を募集しているが、令和２年度以降は入学定員を充足している。こ 

のことから、幼児教育学科及び社会福祉学科の入学定員の見直しを行い、入学定員充足 

率の適正化を図ることとした。 

 

学 科 区 分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

 

幼児教育学科 

入学定員 １００ １００ １００ １００ １００ 

入学者数 ８４ ８９ ７０ ５７ ９９ 

充足率 ０.８４ ０.８９ ０.７０ ０.５７ ０.９９ 

 

社会福祉学科 

入学定員 ８０ ８０ ８０ ８０ ８０ 

入学者数 ８７ ８６ ９７ ８２ ９５ 

充足率 １.０９ １.０８ １.２１ １.０３ １.１８ 

 

計 

入学定員 １８０ １８０ １８０ １８０ １８０ 

入学者数 １７１ １７５ １６７ １３９ １９４ 

充足率 ０.９５ ０.９７ ０.９３ ０.７７ １.０７ 
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３．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

（１） 教育課程の変更内容 

今回の定員変更に際しては、両学科とも学則変更（収容定員変更）に伴う教

育課程の変更は予定していない。 

 

（２） 教育方法及び履修指導方法の変更内容 

 今回の定員変更に際しては、両学科とも学則変更（収容定員変更）に伴う教

育方法及び履修指導方法の変更は予定していない。 

 

（３） 教員組織の変更内容 

 定員減を行う幼児教育学科では、短期大学設置基準（８名）を上回る１０名

の基幹教員を配置しており、定員減を行う令和７年度以降も同様に１０名を配

置する。定員増を行う社会福祉学科では、短期大学設置基準（７名）を上回る

９名の基幹教員を配置しており、定員増を行う令和７年度以降に必要な基幹教

員数は変わらないが、１名追加して１０名の基幹教員を配置する予定である。 

 

（４） 大学全体の施設・設備の変更内容 

今回の定員変更に際しては、大学全体の施設・設備の変更は行わず現状の環

境を維持する。 
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学生の確保の見通し等を記載した書類（資料） 
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【資料２】幼児教育学科の求人・就職状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 
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【資料４】岐阜県の１８歳人口の推移予測 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

【資料５】東海地区及び全国の１８歳人口予測 ・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

【資料６】岐阜県の高等学校卒業者の大学等進学率と就職率 ・・・・・・・・・・・３ 

【資料７】外国人留学生数の推移 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

【資料８】社会福祉学科における外国人留学生の入学状況 ・・・・・・・・・・・・４ 

【資料９】既設組織の都道府県の短期大学への入学状況 ・・・・・・・・・・・・・４ 

【資料１０】過去５か年における東海の短期大学の学科数、志願倍率、 

入学定員充足率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

【資料１１】過去５か年における全国の短期大学の学科系統別の学部数、志願倍率、 

      入学定員充足率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

【資料１２】幼児教育学科及び社会福祉学科の入学状況 ・・・・・・・・・・・・・６ 

【資料１３】幼児教育学科及び社会福祉学科の収容定員充足率状況 ・・・・・・・・７ 

【資料１４】既設学科等の入学定員の充足状況、入学志願の状況 ・・・・・・・・・８ 

【資料１５】済美高等学校から幼児教育学科への入学者数 ・・・・・・・・・・・１０ 

【資料１６】既設学科等の学生募集のための PR 活動の過去の実績 ・・・・・・・１０ 

【資料１７】競合校との入学志願動向比較 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

【資料１８】令和６年度入試における岐阜県内の短期大学の学科系統別の 

      入学定員状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

【資料１９】近隣の私立短期大学の初年度納付金 ・・・・・・・・・・・・・・・１３ 
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【資料１】幼児教育学科及び社会福祉学科の資格取得状況 

幼児教育学科 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

入学定員 １００ １００ １００ １００ １００ 

卒業者数 ９１ ８０ ７７ ８０ ６６ 

保育士資格取得者数 ８２ ７８ ７４ ７６ ６０ 

保育士資格取得率 ９０.１ ９７.５ ９６.１ ９５.０ ９０.９ 

幼稚園教諭２種免許状

取得者数 

８４ ７８ ７２ ７４ ６０ 

幼稚園教諭２種免許状

取得率 

９２.３ ９７.５ ９３.５ ９２.５ ９０.９ 

 

社会福祉学科 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

入学定員 ８０ ８０ ８０ ８０ ８０ 

卒業者数 ６０ ７８ ８３ ７０ ９０ 

介護福祉士資格取得者数 ３７ ６７ ６５ ４５ ６７ 

介護福祉士資格取得率 ６１.６ ８５.８ ７８.３ ６４.２ ７４.４ 

 

 

【資料２】幼児教育学科の求人・就職状況 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

卒業者数 ９１ ８０ ７７ ８０ ６６ 

保育所・

園 

求人件数 １４９９ １５４９ １６１９ １７８７ １９４５ 

就職者数 ４０ ３６ ４０ ３７ ２０ 

幼稚園 
求人件数 ９２３ ９５２ １０９２ １１５２ １３１０ 

就職者数 ２４ ３４ ２３ ２９ ２９ 

福祉施設 
求人件数 １４１０ １４８６ １４０１ １５４８ １６１５ 

就職者数 １６ ７ １０ ５ １０ 

教育・保育

職計 

求人件数 ３９０７ ３９８７ ４１１２ ４４８７ ４８７０ 

就職者数 ８０ ７７ ７３ ７１ ５９ 

就職率 ８７.９ ９６.３ ９４.８ ８８.８ ８９.４ 

※就職率：卒業生のうち教育・保育職への就職者の割合 
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【資料３】社会福祉学科の求人・就職状況 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

卒業者数 ６０ ７８ ８３ ６８ ９０ 

福祉施設 

求人件数 １５３２ １６３２ １４９２ １６４９ １７２４ 

就職者数 ３３ ５９ ６０ ４７ ６４ 

就職率 ５５.０ ７５.６ ７２.３ ６７.１ ７１.１ 

※就職率：卒業生のうち福祉施設への就職者の割合 

 

 

【資料４】岐阜県の１８歳人口の推移予測 

年度 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

人口 18,201 18,544 18,223 18,330 17,708 17,835 17,506 17,036 16,522 

（出典：文部科学省「学校基本調査」を基にリクルート進学総研が示したデータ） 

 

 

【資料５】東海地区及び全国の１８歳人口予測 

 

（出典：文部科学省「学校基本調査」を基にリクルート進学総研が示したデータ） 

 

 

-学生の確保の見通し等を記載した書類（資料） 2-



【資料６】岐阜県の高等学校卒業者の大学等進学率と就職率 

 

（出典：令和５年度岐阜県学校基本調査） 

 

 

【資料７】外国人留学生数の推移 

 

（出典：STUDY in JAPAN） 
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【資料８】社会福祉学科における外国人留学生の入学状況 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

志願者数 ３７ ４６ ４３ ４８ ５４ 

受験者数 ３７ ４６ ４３ ４８ ５４ 

合格者数 ３４ ４４ ３９ ３３ ５０ 

入学者数 ３２ ２９ ３７ ３３ ５０ 

 

 

【資料９】既設組織の都道府県の短期大学への入学状況 

 〇出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度 

 ＜幼児教育学科＞ 

 都道府県名 人数（人） 構成比（％） 

１ 岐阜県 ８３ ８３.８４ 

２ 愛知県 ２ ２.０２ 

３ 三重県 ２ ２.０２ 

４ 北海道 １ １.０１ 

５ 宮崎県 １ １.０１ 

※ 外国 １０ １０.１０ 

 全体 ９９ １００ 

 

＜社会福祉学科＞ 

 都道府県名 人数（人） 構成比（％） 

１ 岐阜県 ４０ ４２.５５ 

２ 愛知県 ３ ３.１９ 

３ 大阪府 １ １.０６ 

４ 高卒認定 １ １.０６ 

※ 外国 ４９ ５２.１３ 

 全体 ９４ １００ 

 

 〇既設組織が置かれる都道府県の定員充足状況 

 
既設組織所在地 

充足率（％） 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

１ 東海（愛知除く） ９２.４１ ８２.１５ ７０.６１ 
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〇既設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況 

 
系統区分 

充足率（％） 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

１ 教育系 ７８.９８ ７３.９６ ６８.３６ 

２ 社会系 ８７.４２ ８１.３８ ７８.０３ 

※ 社会系のうち介護福祉（学）科 ６７.５０ ７０.６４ ７０.６４ 

 

 

【資料１０】過去５か年における東海の短期大学の学科数、志願倍率、入学定員充足率 

   

 （出典：日本私立学校振興・共済事業団「令和５年度私立大学・短期大学等入学志願動向」） 
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【資料１１】過去５か年における全国の短期大学の学科系統別の学部数、志願倍率、入学定

員充足率 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典：日本私立学校振興・共済事業団「令和５年度私立大学・短期大学等入学志願動向」） 

 

 

【資料１２】幼児教育学科及び社会福祉学科の入学状況 

（幼児教育学科） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

入学定員 １００ １００ １００ １００ １００ 

志願者数 ９４ ９５ ７６ ５８ １０３ 

受験者数 ９４ ９５ ７６ ５８ １０３ 

合格者数 ８８ ９４ ７３ ５７ １００ 

入学者数 ８４ ８９ ７０ ５７ ９９ 

充足率 ０.８４ ０.８９ ０.７０ ０.５７ ０.９９ 

 

（社会福祉学科） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

入学定員 ８０ ８０ ８０ ８０ ８０ 

志願者数 ９４ １０９ １０７ ９８ １０２ 

受験者数 ９４ １０９ １０７ ９８ １０２ 

合格者数 ８９ １０６ １０３ ８２ ９６ 

入学者数 ８７ ８６ ９７ ８２ ９５ 

充足率 １.０９ １.０８ １.２１ １.０３ １.１８ 
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【資料１３】幼児教育学科及び社会福祉学科の収容定員充足率状況 

（幼児教育学科） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

収容定員 ２００ ２００ ２００ ２００ ２００ 

学生数 １６６ １７０ １５５ １２６ １５１ 

収容定員充足率 ０.８３ ０.８５ ０.７７ ０.６３ ０.７５ 

 

（社会福祉学科） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

収容定員 １６０ １６０ １６０ １６０ １６０ 

学生数 １６６ １６２ １６９ １７７ １７５ 

収容定員充足率 １.０３ １.０１ １.０５ １.１０ １.０９ 
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【資料１４】既設学科等の入学定員の充足状況・入学志願の状況 

（幼児教育学科） 

 

 

 

志願者 志願者 志願者 志願者 志願者

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

 自己実現入試(Ａ) 0 7 7 7 7 7

 自己実現入試(前期) 0 2 2 2 2 2 1 8 9 9 9 9 0 5 5 5 5 5 0 5 5 5 5 5 0 3 3 3 3 3

 自己実現入試(中期) 0 4 4 4 4 4 1 8 9 9 9 9 0 3 3 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1

 自己実現入試(後期) 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 2 1 1 0 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0

小      計 0 16 16 13 13 13 2 16 18 18 18 18 0 10 10 9 9 1 8 0 6 6 6 6 6 1 4 5 4 4 4

ｽﾎﾟｰﾂ活動評価(A) 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂ活動評価(前期) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂ活動評価(Ｃ) 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂ活動評価(後期) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小      計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

音楽活動評価(前期) 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

音楽活動評価(後期) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小      計 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

課外活動特別(前期) 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

課外活動特別(後期) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

スポーツ吹奏楽(後期) 0 0 0 0 0 0

小      計 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

専門高校等特別（前期） 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 1

専門高校等特別（後期） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小      計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 1

地域貢献特別（前期） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地域貢献特別（後期） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小      計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

同窓生特別 0 2 2 2 2 2 0 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

キリスト教特別推薦 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小      計 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

学院内推薦 0 22 22 22 22 22 0 16 16 16 16 16 0 20 20 20 20 20 0 5 5 5 5 5 0 23 23 23 23 23

指定校推薦 0 33 33 33 33 33 1 38 39 39 39 39 3 25 28 28 28 28 4 30 34 34 34 34 1 44 45 45 45 45

小      計 55 55 55 55 55 1 54 55 55 55 55 3 45 48 48 48 48 4 35 39 39 39 39 1 67 68 68 68 68

推薦(専願)前期 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 2 2

推薦(専願B)前期 0 0 0 0 0 0

推薦(専願C)前期 0 0 0 0 0 0

推薦(併願)前期 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

推薦(併願B)前期 0 0 0 0 0 0

推薦(併願C)前期 0 0 0 0 0 0

推薦(専願)後期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

推薦(専願B)後期 0 0 0 0 0 0

推薦(専願C)後期 0 0 0 0 0 0

推薦(併願)後期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

推薦(併願B)後期 0 0 0 0 0 0

推薦(併願C)後期 0 0 0 0 0 0

小      計 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 2 2

一般入試A日程 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 1

一般入試B日程 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

一般入試C日程 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般入試D日程 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３月入試　Ａ方式 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３月入試　B方式 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小      計 0 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1

共通テスト利用入試(前期) 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

共通テスト利用入試(中期) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

共通テスト利用入試(後期) 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小      計 0 1 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会人(前期) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

シニア（前期） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

シニア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

保育士養成科 2 13 15 13 12 12 3 10 13 12 12 12 2 10 12 11 11 1 10 2 10 12 11 11 11 2 13 15 13 13 13

小      計 2 13 15 13 12 12 3 10 13 12 12 12 2 10 12 11 11 1 10 2 10 12 11 11 11 2 13 15 13 13 13

留学生国外（前期） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

留学生国外（中期） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 3 3 3

留学生国外（後期） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1

留学生国内(前期) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

留学生国内(中期) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 3 7 7 7 1 6

留学生国内(後期) 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小      計 0 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 7 11 11 11 10

第２・第３ 2 1 1 0 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

学    科    計 2 90 92 88 84 1 83 6 86 92 94 90 1 89 6 70 76 73 72 2 70 7 51 58 57 57 0 57 10 93 103 100 100 0 99

再入学1名を除く

２．入学定員充足率

入学定員

入学定員充足率

令和５年度令和３年度

手続者

令和３年度 令和４年度 令和５年度

合格者 手続者 辞退者 入学者

100

0.57

令和６年度

100

0.99

100

0.89

令和４年度

100

0.70

令和２年度

100

0.83

令和６年度

辞退者 入学者合格者 手続者辞退 入学者合格者 手続者 辞退者 入学者 合格者入試区分

幼

児

教

育

令和２年度

合格者 手続者 辞退者 入学者学科
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（社会福祉学科） 

 

 

 

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

 自己実現入試(Ａ) 2 3 5 5 5 5

 自己実現入試(前期) 0 0 0 0 0 0 0 3 3 3 3 3 0 3 3 3 3 3 1 4 5 4 4 4 0 3 3 3 3 3

 自己実現入試(中期) 0 3 3 2 2 2 0 1 1 1 1 1 1 2 3 3 3 3 1 3 4 4 4 4 1 2 3 3 3 1 2

 自己実現入試(後期) 0 1 1 1 1 1 0 3 3 3 3 3 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小      計 2 7 9 8 8 8 0 7 7 7 7 7 1 6 7 7 7 7 2 7 9 8 8 8 1 5 6 6 6 1 5

ｽﾎﾟｰﾂ活動評価(A) 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂ活動評価(前期) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1

ｽﾎﾟｰﾂ活動評価(Ｃ) 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂ活動評価(後期) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小      計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1

課外活動特別(前期) 0 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

課外活動特別(後期) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂ・吹奏楽(後期) 0 0 0 0 0 0

小      計 0 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

同窓生特別 0 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

キリスト教特別推薦 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小      計 0 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会人(前期) 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 1

社会人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

シニア（前期） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

シニア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

介護福祉士養成科 5 9 14 13 13 13 6 9 15 14 13 13 5 8 13 13 13 1 12 1 7 8 8 8 8 7 5 12 10 10 10

小      計 5 9 14 13 13 13 7 9 16 15 14 14 5 8 13 13 13 1 12 1 7 8 8 8 8 7 5 12 10 10 10

学院内推薦 0 8 8 8 8 8 1 5 6 6 6 6 0 11 11 11 11 11 0 4 4 4 4 4 0 4 4 4 4 4

指定校推薦 1 21 22 22 22 22 1 15 16 16 16 16 3 26 29 29 29 29 3 23 26 26 26 26 1 23 24 24 24 24

小      計 1 29 30 30 30 30 2 20 22 22 22 22 3 37 40 40 40 40 3 27 30 30 30 30 1 27 28 28 28 28

一般推薦(専願) 前期 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0

一般推薦(専願B) 前期 0 0 0 0 0 0

一般推薦(専願C) 前期 0 0 0 0 0 0

一般推薦(併願) 前期 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般推薦(併願B) 前期 0 0 0 0 0 0

一般推薦(併願C) 前期 0 0 0 0 0 0

一般推薦(専A) 後期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般推薦(専願B) 後期 0 0 0 0 0 0

一般推薦(専願C) 後期 0 0 0 0 0 0

一般推薦(併願) 後期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般推薦(併願B) 後期 0 0 0 0 0 0

一般推薦(併願C) 後期 0 0 0 0 0 0

小      計 1 0 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 2 2 0

一般入試(前期Ⅰ) 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 1 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般入試(前期Ⅱ) 0 1 1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般入試(前期Ⅲ) 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般入試(後期) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

３月入試（A） 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３月入試（B） 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1

専門高校卒業生入試（前期） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

専門高校卒業生入試（後期） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地域貢献特別枠入試（前期） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地域貢献特別枠入試（後期） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小      計 0 1 1 1 1 1 0 5 5 5 2 2 0 3 3 3 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

共通ﾃｽﾄ利用入試(前期) 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

共通ﾃｽﾄ利用入試(中期) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

共通ﾃｽﾄ利用入試(後期) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小      計 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

留学生（別科生） 6 21 27 27 27 27 3 11 14 13 12 12 0 13 13 13 13 13

留学生国外（前期） 2 1 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2 2 1 1 0 0 0 0 0 0 2 5 7 4 4 4

留学生国外（中期） 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 5 5 5 0 2 2 0 0 0 0 1 1 1 1 1

留学生国外（後期） 1 1 2 2 2 1 1 0 5 5 5 5 5 2 6 8 8 8 8 5 8 13 7 7 7 4 4 8 8 8 8

留学生国内（前期） 0 3 3 3 3 3 7 10 17 17 11 11 1 3 4 3 3 3 0 2 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0

留学生国内（中期）国外臨時 1 0 1 1 1 1 1 2 3 2 2 2 0 1 1 0 0 0 1 5 6 3 3 3 10 19 29 29 29 1 28

留学生国内（後期） 0 0 0 0 0 0 5 2 7 7 7 7 0 1 2 3 1 1 1 0 9 16 25 23 23 23 2 6 8 8 8 8

留学生＜入学延期＞ 0 7 7 7 7 7 0 0 0 0 0 0

小      計 11 26 37 34 33 1 32 16 30 46 44 37 7 30 5 38 43 39 39 2 37 15 33 48 33 33 33 18 36 54 50 50 1 49

第2・第3志望 8 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

学    科    計 20 74 94 89 88 1 87 25 76 101 106 87 9 86 14 93 107 103 100 3 97 21 77 98 82 82 82 27 75 102 96 96 2 95

２．入学定員充足率

入学定員

入学定員充足率 1.09 1.08 1.21 1.03 1.18

80 80 80 80 80

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

学科 入試区分

社

会

福

祉

令和２年度 令和３年度

合格者 手続者 辞退者手続者

志願者
入学者

志願者 志願者
合格者 手続者合格者 手続者 辞退者

志願者
合格者 手続者 辞退者 入学者 辞退者 入学者

志願者
辞退者 入学者 合格者

令和４年度 令和５年度 令和６年度

入学者
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【資料１５】済美高等学校から幼児教育学科への入学者数 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

入学者数 ２２ １８ ２２ ５ ２３ 

 

 

【資料１６】既設学科等の学生募集のための PR 活動の過去の実績 

 〇オープンキャンパス参加者数と出願者数（直近３年間） 

年度 
短大 出願者数 

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ参加者数 幼児教育学科 社会福祉学科 

令和４年度 実数 １８６ 
３６ ３９ 

のべ ２５５ 

令和５年度 実数 ２０６ 
３２ ３９ 

のべ ２６０ 

令和６年度 実数 ２３７ 
２６ ６６ 

のべ ３１４ 

 

 〇資料請求者と出願者数 

年度 
短大 出願者数 

資料請求者数 幼児教育学科 社会福祉学科 

令和４年度 実数 １７０６ 
３９ ５０ 

のべ ３２９９ 

令和５年度 実数 １８０９ 
３３ ４２ 

のべ ３４４６ 

令和６年度 実数 １６５５ 
２９ ６７ 

のべ ３１２３ 
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 〇進学相談会と出願者数 

年度 

 高校内ガイダンス 会場相談会 

短大 
出願者数 

短大 
出願者数 

幼児教育学科 社会福祉学科 幼児教育学科 社会福祉学科 

令和４年度 実数 ３２３ 
２５ ３０ 

９９ 
４ ６ 

のべ ４４１ １１５ 

令和５年度 実数 ２８５ 
１７ ３２ 

６８ 
５ ９ 

のべ ３７７ ７７ 

令和６年度 実数 １９９ 
１４ ４２ 

７５ 
４ １２ 

のべ ２９３ ９３ 

 

 

【資料１７】競合校との入学志願動向比較（直近３年間）  

中部学院大学短期大学部 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

幼児教育学科 志願者数 ７６ ５８ １０３ 

受験者数 ７５ ５８ １０３ 

合格者数 ７３ ５７ １００ 

入学者数 ７０ ５７ ９９ 

入学定員数 １００ １００ １００ 

入学定員充足率 ７０％ ５７％ ９９％ 

社会福祉学科 志願者数 １０７ ９８ １０２ 

受験者数 １０６ ９８ １０２ 

合格者数 １０３ ８２ ９６ 

入学者数 ９７ ８２ ９４ 

入学定員数 ８０ ８０ ８０ 

入学定員充足率 １２１.３％ １０２.５％ １１７.５％ 

短期大学部計 志願者数 １８３ １５６ ２０５ 

受験者数 １８１ １５６ ２０５ 

合格者数 １７６ １３９ １９６ 

入学者数 １６７ １３９ １９６ 

入学定員数 １８０ １８０ １８０ 

入学定員充足率 ９２.８％ ７７.２％ １０８.９％ 

 

 



競合校 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

幼児教育学科と

同系統の学科 

志願者数 ５９ ５３ ６３ 

受験者数 ５９ ５３ ６３ 

合格者数 ５９ ５３ ６３ 

入学者数 ５９ ５３ ６３ 

入学定員数 １００ １００ １００ 

入学定員充足率 ５９％ ５３％ ６３％ 

（出典：大学ホームページ等） 

※岐阜県内に本学社会福祉学科と競合する短期大学はない。 

 

 

【資料１８】令和６年度入試における岐阜県内の短期大学の学科系統別の入学定員状況 

 ※岐阜県内に社会系（介護福祉）学科の短期大学がないため東海圏とした。 

 

令和６年度入試における岐阜県内の教育系学科の入学定員と入学定員充足率 

大学名 学科名 入学定員 入学者数 
入学定員 

充足率(％) 
備考 

中部学院大学短期大学部 幼児教育学科 １００ ９９ ９９.０  

東海学院大学短期大学部 幼児教育学科 １００ ６３ ６３.０  

大垣女子短期大学 幼児教育学科 ５０ ３６ ７２.０ ３年制 

中京学院大学短期大学部 保育科 ７０ ４３ ６１.４  

岐阜聖徳学園大学短期大学部 幼児教育学科 １００ ３５ ３５.０ 募集停止 

 

令和６年度入試における東海圏の社会系（介護福祉）学科の入学定員と入学定員充足率 

大学名 学科名 入学定員 入学者数 
入学定員 

充足率(％) 
備考 

中部学院大学短期大学部 社会福祉学科 ８０ ９４ １１７.５  

名古屋経営短期大学（愛知） 介護福祉学科 ３０ ３４ １１３.３  

高田短期大学（三重） キャリア育成学科 １００ １０８ １０８.０  

※高田短期大学キャリア育成学科の介護福祉コースの入学者数は４０人。 

 

 

 

 

 



 

【資料１９】近隣の私立短期大学の初年度納付金 

 大学名 学科名 
初年度納付金 

（円） 

左 記 に 含

ま れ る 入

学金（円） 

教育

系・

保育

系 

中部学院大学短期大学部 幼児教育学科 1,406,500 280,000 

岐阜聖徳学園大学短期大学部 幼児教育学科 1,415,000 300,000 

東海学院大学短期大学部 幼児教育学科 1,250,000 ※1 200,000 

中京学院大学短期大学部 保育科 1,240,000 ※2 200,000 

介護

系 

中部学院大学短期大学部 社会福祉学科 1,432,750 280,000 

名古屋経営短期大学 介護福祉学科 1,350,000 280,000 

（出典：各大学ホームページ） 

※1 教職課程（幼稚園教諭二種）、保育士課程の資格課程は学費以外に別に資格課程履修費 

    が必要。 

※2 学生傷害保険代、健康診断料、保護者会費等の諸費用を含まず。 

 

 

【資料２０】幼児教育学科及び社会福祉学科の就職率 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

幼児教育学科 １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 

社会福祉学科 １００％ １００％ １００％ １００％ １００％ 
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（１）収容定員を変更する組織の概要 

 

① 収容定員を変更する組織の概要（名称、入学定員、収容定員、所在地） 

収容定員を変更する組織 入学

定員 

収容

定員 

所在地 

（教育研究を行うキャンパス） 

中部学院大学短期大学部 

 幼児教育学科 

 

中部学院大学短期大学部 

 社会福祉学科 

 

８０ 

 

 

１００ 

 

１６０ 

 

 

２００ 

 

岐阜県関市桐ヶ丘二丁目１番地 

 

 

同上 

 

② 収容定員を変更する組織の特色 

 幼児教育学科は昭和４２年に開設し、長い教育実績を持つ歴史のある学科である。

本学科を卒業する学生のほぼ全員が、２年間で幼稚園教諭２種免許状と保育士資格

を取得し、卒業後は保育の専門家として幼稚園や保育園に就職する。乳幼児教育、

保育に必要な幅広い教養及び専門的知識を修得した保育者を養成している。 

 社会福祉学科は、生活の質の向上に必要な基礎理論と技術、専門的知識を修得し、

福祉の向上と社会の発展に寄与できる介護福祉士の養成を行っている。介護の実践

に必要なこころとからだのしくみについて基礎知識を学ぶとともに、経管栄養や喀

痰吸引など「医療的ケア」の技術も身につける。これまでに約９２００名の卒業生

を輩出している。 

 幼児教育学科及び社会福祉学科の過去５年間（令和元年～令和５年度）の資格取

得状況は【資料１】の通りである。 

  

 

（２） 人材需要の社会的な動向等 

① 収容定員を変更する組織で養成する人材の全国的、地域的、社会的動向の分析 

 中部学院大学短期大学部は、教育基本法及び学校教育法に基づき、キリスト教精

神による人格教育を基盤として、広く一般教養として必要な知識を授けるとともに、

深く実際に役立つ専門の学芸を教授・研究し、清らかな人格と高い教養、豊かな情

操を養い、よりよき社会人としての人間形成を行うことを目的としている。 

幼児教育学科の過去５年間（令和元年～令和５年度）の求人件数及び就職状況は

【資料２】の通りとなっている。岐阜県をはじめとする東海地方の求人が多く、求

人件数は平均約４３００件で、学科定員の約４３倍の求人がある。岐阜県内の保育

士の有効求人倍率は２０２４年１月時点で３.１２倍と高い傾向にあり、保育士を

必要とする職場は保育士が不足している状態である。 

-学生の確保の見通し等を記載した書類（本文） 1-



 社会福祉学科の過去５年間（令和元年～令和５年度）の求人件数及び就職状況は

【資料３】の通りとなっている。求人件数は平均約１６００件で、学科定員の約２

０倍の求人がある。岐阜県内の介護福祉士の２０２４年の有効求人倍率は３.４３

倍と高い傾向にある。介護の現場では恒久的に人材不足が発生しており、さらなる

人材養成が介護現場、社会から求められている。 

 

② 中長期的な１８歳人口等入学対象人口の全国的、地域的動向の分析 

 ２０２４年以降の岐阜県の１８歳人口の推移予測は【資料４】のようになってい

る。また、東海地区及び全国の１８歳人口予測は【資料５】の通りである。全体と

して緩やかな人口減少の傾向にあるが、岐阜県の高校生の卒業後の進路をみると大

学等に進学している高校生は【資料６】に示されている通り右肩上がりになってお

り、岐阜県の人口統計には大学及び短大への進学者のうち７０％以上が岐阜県に残

留していることが示されている。今後この傾向は続くものと考えられるため、県内

の高校生、保護者に対してさらに本学の魅力をアピールすることで入学定員及び収

容定員を充足できるものと考える。 

 また、我が国においては文部科学省が平成２０年に７月「留学生３０万人計画」

を示し、グローバル戦略の一環として、令和２年を目途に留学生受入３０万人を目

指すこととなった。外国人留学生数の推移を【資料７】に示す。コロナ禍により令

和元年度から一旦の落ち込みはあったが、令和５年度の外国人留学生数は２７９,

２７４人となっている。こうした背景のもと、特別養護老人ホーム等を運営する社

会福祉法人（以下「事業所」という。）と本学社会福祉学科との協力関係による、外

国人留学生の介護福祉士養成を行うこととした。外国人留学生の介護福祉士養成に

関する広報活動は主として事業所が行い、本学がアドミッション・ポリシーに基づ

いて外国人留学生日本国内入試及び外国人留学生日本国外入試を実施する。入試で

は筆記試験（日本語能力）、課題作文及び面接試験を課して選考する。入学後は日本

人学生と同様に介護福祉士国家試験の合格に向けた介護教育を行うとともに、外国

人留学生に対しては日本語能力検定試験Ｎ２以上を目指す日本語教育も行う。この

結果、令和２年度以降の社会福祉学科への外国人留学生の入学者数は【資料８】の

通りとなっている。安定的に外国人留学生の受け入れができるようになっており、

今回社会福祉学科は入学定員を８０名から１００名に変更するが入学定員を充足

することは可能であると考える。 
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③ 収容定員を変更する組織の主な学生募集地域 

    本学の幼児教育学科と社会福祉学科は【資料９】の出身高校の所在地県別の入学者 

数の構成比に示しているとおり、岐阜県内の高校からの入学者が最も多く、令和６年

度の構成比が幼児教育学科で８３％を超え、社会福祉学科では４２.５％となってい

る。岐阜県以外では、愛知県からの入学者もある。また近年では外国からの留学生も

増加しており、構成比は幼児教育学科１０.１％、社会福祉学科５１.４％である。こ

のことから本学の入試広報課や入試アドバイザー（高校訪問やガイダンス等におけ

る広報活動に携わる専任スタッフ）を中心に担当エリア（岐阜県岐阜地区、中濃地区、

東濃地区、西濃地区、飛騨地区、愛知県尾張等）を設けて高校訪問等の広報活動をお

こなっている。また日本語学校や留学サポート業者、連携先事業所（社会福祉法人・

医療法人）等と協力して、国内外から優秀な留学生を確保している。 

    既設組織が置かれる都道府県の短期大学の定員充足状況について、【資料１０】の

過去５か年における東海（愛知県を除く）の短期大学の学科数、志願倍率、入学定員

充足率によると、東海の定員は未充足であることに加え、令和３年度をピークにその

後の充足率は減少傾向であり、令和５年度の充足率は７割程度まで減少した。 

既設組織が置かれる学問分野（系統区分）の定員充足状況について、【資料１１】

の過去５か年における全国の学科系統別の学科数、志願倍率、入学定員充足率による

と、本学幼児教育学科の系統区分「教育系」の学科の入学定員充足状況は、未充足が

続いており、令和５年度の充足率は７割を切った。さらに、志願倍率では令和３年度

に初めて、１.００倍を下回り、令和５年度では０.８０倍を切った。令和元年度に１

９２あった学科数も令和５年度に１８２まで減少していることも含めて、全国的に

短期大学の教育系の学科は、慢性的な定員未充足に加え、学生のニーズが低い状況で

あるといえる。 

本学社会福祉学科の系統区分である「社会系（介護福祉）」の学科の定員充足状況

についても「教育系」の学科と同様に全国的に未充足（令和５年度充足率７０.６４％）

となっており、今後も同様の状況が続くと考えられる。しかし、本学社会福祉学科で

は早くから外国人介護人材の受け入れや医療事務系のコースを設けるなど、学生確

保に努めてきた結果、入学者が増加し、毎年定員を充足している 

以上のことから、本学は岐阜県内及び近隣地域からの高校の入学者が多いが、県内

の定員充足状況や幼児教育学科ならびに社会福祉学科の系統区分の定員充足状況か

ら、岐阜県内及び近隣地域の高校生をターゲットとした学生募集は適しているが、募

集対象となる生徒数が減少していることと、留学生の入学者が増加していることに

留意する必要がある。 

 

 

 

-学生の確保の見通し等を記載した書類（本文） 3-



④ 既設組織の定員充足の状況 

    幼児教育学科及び社会福祉学科の過去５年分（令和２年～令和６年度）の入学者数

と入学定員充足率を【資料１２】に、収容定員充足率を【資料１３】示す。また、志

願者数のうち、志願者の入試方法別の入学志願状況を【資料１４】に示す。 

    幼児教育学科は昭和４２年に開設し、長い教育実績を持つ歴史のある学科である。

近年少子化による１８歳人口の減少（【資料５】参照）、高校生の進路選択における４

年生大学志向、さらに幼稚園教諭及び保育士資格の取得を希望する学生が減少して

いることも重なり、令和２年度以降は入学定員を充足できていない。特に令和５年度

については、系列高校である済美高等学校からの入学者数の落ち込みがあり、入学定

員充足率は０.５７となった。済美高等学校からの入学者数の推移を【資料１５】に

示す。令和５年度は一時的な落ち込みがあったが、例年２０名程度の入学者がある。

過去５年間の入学者数の平均は７９.８名であり、現在は入学定員を１００名として

学生募集を行っているが、この入学定員を８０名にして入学定員充足率の適正化を

図る。 

    社会福祉学科は入学定員を８０名として学生募集を行っているが、令和２年度か

ら令和６年度にかけて入学定員充足率は１００％を上回っている。【資料８】に示し

た通り、外国人留学生の受け入れを行うことで入学定員を充足できていることもあ

り、今後も外国人留学生だけでなく日本人学生の募集活動も積極的に行っていく。外

国人留学生の受け入れについては、令和６年度のように毎年５０人程度の受け入れ

を想定しており、入学定員を８０名から１００名にしても入学定員を充足できると

考える。 

 

  

（３） 学生確保の見通し 

① 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

ア 既設組織における取組とその目標 

     学生募集のための PR活動として、高校訪問、進学相談会、オープンキャンパス、

留学生募集の４点について説明する。１点目の高校訪問については、入試広報課職

員及び入試アドバイザーを中心に担当エリアを８つに分けて、担当する高校の進

路指導部へ本学の教育内容や入試情報等の説明、担当する高校の進路状況及び要

望事項等の情報収集・整理等をおこなっている。なお、担当エリアについては、【資

料９】にある出身高校の所在地県別の入学者数の構成比上位の岐阜県と愛知県の

過去の実績等を基に選定し、岐阜県を５エリア（岐阜、中濃、東濃、西濃、飛騨）、

愛知県を２エリア（愛知 A、愛知 B）、その他１エリア（近隣県）を訪問している。

岐阜県は入試広報課職員が各校年間６回転（約４８０回）訪問。愛知県は入試アド

バイザー２名が各自約３００回訪問している。その他の近隣県は在学状況や出願
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状況等を見ながら入試広報課員が訪問している。また年に９回、入試アドバイザー

会議をもち、入試広報課職員と入試アドバイザーの情報交換の場としている。加え

て、年に数回、入試広報課職員が学科長会議や入試広報委員会において、学科教員

への情報提供をおこなっている。 

     また高校や塾・予備校の教職員を対象とした地区別大学説明会を岐阜県内４会

場（関市、各務原市、多治見市、高山市）で開催。特に在学生や卒業生によるパネ

ルディスカッションは、学生の生の声が聴けると大変好評である。 

２点目の進学相談会については、高校内でおこなわれる高校内ガイダンスと校

外施設でおこなわれる会場進学相談会に、入試広報課職員及び入試アドバイザー、

学科教員が手分けして参加している。直接高校生と接触し、本学の紹介や本学が保

有する分野・系統・職業の魅力の説明、模擬授業等をおこなっている。令和５年度

の参加件数（大学・短大の合計）は、高校内ガイダンス約９０件、会場進学相談会

約２００件である。 

３点目のオープンキャンパスについては、本学に興味関心をもつ高校生とその

保護者をメインターゲットとして、キャンパスを開放し、学科説明、模擬授業、体

験コーナー、在学生との懇談、入試や奨学金等の相談、ランチ体験、キャンパスツ

アー等を実施している。年間６回（３月、５月、６月、７月、８月×２回）のオー

プンキャンパスでは、生徒と保護者にアンケートを実施しており、その結果を次回

や次年度の計画に生かしている。このほか、大学見学と個別相談を中心とした「大

学見学 WEEK」を年５回（３月、７月、１０月、１１月、１２月）設けている。学校

行事や部活動等でオープンキャンパスに参加できない生徒を主な対象として、生

徒との対面による接点を確保している。 

オープンキャンパスの実績は【資料１６】に示すとおり、本学の令和５年度入試

に繋がったオープンキャンパスの参加者数は２３７人（のべ３１４人）で前年比１

１５％（１２０％）、うち受験者数は幼児脅教育学科６３人、社会福祉学科２６人、

入学者数は同数であった。オープンキャンパスの参加者数の総数は前年度の参加

者数と大きく変化はないが、オープンキャンパス参加の高校１年生、２年生への告

知が不足していることから、その改善が課題であると考える。 

またバス見学会（高校独自、業者仲介、PTA主催、行政主催等）も積極的に受け

入れており、本学を知ってもらう絶好の機会となっている。 

４点目の留学生募集については、日本語学校や留学サポート業者、連携先事業所

（社会福祉法人・医療法人）等と協力して、国内外から優秀な留学生を確保してい

る。中部学院大学留学生別科から本学への入学を前提とした受験生や、直接本学へ

入学を希望する留学生等、国内外を問わず、本人の希望に合わせて適切な募集活動

を実施している。現在の在学状況は、１位ミャンマー、２位インドネシアからの留

学生が多く、【資料８】にあるように、特に本学社会福祉学科においては年々外国
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人の入学者数が増加している。  

 

イ 収容定員を変更する組織における取組とその目標 

令和７年度からの短期大学の入学生確保に向けて、指定校推薦入試における指定

校推薦枠（人数）及び指定基準、オープンキャンパスの申込方法や内容、高校訪問、

奨学金制度等の見直しを実施する。 

本学では毎年指定校推薦枠等の見直しを図っており、引き続き各高校の現状に合

った指定校推薦枠（人数）や指定基準の見直しをきめ細やかにおこなっていく。ま

た「指定校推薦入試特別奨学金」の対象基準の見直しを図り、学修意欲の高い学生

が安心して学業に専念できる支援をおこなう。 

現在実施中のオープンキャンパス参加者や資料請求などで本学に接触した者の

うち非出願者及び入学辞退者に対する調査・分析をおこない、その結果に基づき、

本学への受験率及び入学率の向上を図る。 

高校訪問については、高校側と一体となった学生育てができるよう、大学の紹介

やオープンキャンパスの案内に終始せず、高校の要望を聴取することに引き続き留

意し、本学教職員と高校教員との連携を強化する。これを足掛かりに学生確保に繋

げる。 

上記に加え、本学が早くから充実させてきた様々な奨学金制度（減免制度）の見

直しを図り、本当に経済的な支援が必要な学生や保護者に的確な支援をおこない、

高い意欲をもって学修に臨んでもらえるようにする。 

また令和７年入試に向けて、総合型選抜にもインターネット出願を導入し、受験

生の利便性を高め、出願率の向上を図る。 

指定校推薦入試、オープンキャンパス、高校訪問を見直し、高校との関係を強化

していくこと、生徒や保護者が安心して進学できるよう現状に合った経済的支援を

おこなうこと等の取組と積極的な入試広報活動を展開することで、収容定員変更後

も入学者の確保を図る。 

 

ウ 当該取組の実績の分析結果に基づく、収容定員を変更する組織での入学者の 

見込み数 

本学では、上述のオープンキャンパス、高校訪問、奨学金制度に加え、進学情報

誌や進学情報サイト、進学相談会、ダイレクトメール、高校内等設置物（ポスター

等）、留学生施策、系列高校（済美高校）でのガイダンス、県の離職者等訓練生制

度等の学生募集活動をおこなっている。その効果により、令和５年４月入学者の充

足率は幼児教育学科９９％、社会福祉学科１１７.５％であり、ほぼ定員を充足し

た。 

【資料１４】の直近５年間の志願者数、合格者数、入学者数の平均値を参考にした
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上で、「（２）人材需要の社会的な動向等学生確保に向けた取組み ④既設組織の定

員充足の状況」で説明した見込み、上述した学生確保に向けた取組と見込まれる効

果等を総合的に判断し、令和７年度の入学者の見込み数は幼児教育学科８０名、社

会福祉学科１００名の入学者を見込めると考えている。 

 

 

② 競合校の状況分析 

ア 競合校の選定理由と新設組織との比較分析、優位性 

県内の短期大学で立地が近いこと、入学定員及び収容定員規模が同じであること、

同系列の学問分野があり教育内容が類似していることを踏まえ競合校を抽出した。 

競合校について、高大連携の観点及び幼児教育環境等の観点から比較分析をおこ

なった。高大連携の観点において、本学を置く岐阜済美学院は、済美高校を併設し

ており、高校は本学と関係性が強い学問分野（保育科、普通科健康福祉コース）を

有している。そのため本学では済美高校と連携し、本学に対する生徒の関心を高め

る相互交流活動（本学教員による授業や学科説明会等）を実施している。この活動

では、本学教員が高校の授業の一部を担当することや高校内で本学の説明や分野・

仕事について解説する。あるいは生徒が大学の施設を使って専攻分野の演習をおこ

なうことで、自身の個性や進路に対する適性を把握し、学習意欲や進路意識を高め、

自分の進路に対して主体的に探求しようとする態度を育てることを目的としている。

生徒が本学の設定する科目を履修した場合、本学入学後に単位としてこれを認定す

る制度がある。高校から大学への学びの継続や本学教員の顔が生徒に見えること等

を踏まえて、本学の志望も湧きやすい環境であるため、系列高校を持たない競合校

と比べ一定数の学生の確保に優位であると考えている。 

幼児教育環境の観点においては、本学は関キャンパスに附属桐ヶ丘幼稚園、岐阜

市内に附属幼稚園、各務原キャンパスに子ども家庭支援センター、系列の社会福祉

法人中部学院福祉会が運営する保育園と児童センターを岐阜市に有しており、競合

校と比べ園児との距離が近い環境にあることや、多様な保育関連施設を活用できる

点で、実習だけではなく年間を通して子どもたちと様々な行事等で関わることがで

きるため、より深い学びや視点を身につけることができる。 

 介護福祉環境の観点においては、岐阜県内で唯一の介護系学科のため、比較は難

しいが、同じキャンパスに中部学院大学を併設しており、短期大学卒業後の進路選

択として四年制大学への編入学の道がある。東海北陸地区で最初にできた介護系短

期大学のひとつであり、中部学院大学も岐阜県で初となる福祉系四年制大学という

伝統と実績を基盤に、他県の競合校にはない学習環境を提供できる点で優位である

と考える。 

以上の高大連携の観点及び幼児教育環境等の観点からの分析において、本学は競
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合校と比較して、併設校である済美高校との関係性を活かした大学と高校の相互交

流活動による学生募集活動に加えて、附属幼稚園をはじめとする多様な保育関連施

設、伝統と実績ある福祉の教育体制による、より深い学びや視点を身につけること

ができる教育環境等を踏まえて、本学は競合校より優位であるといえる。 

 

イ 競合校の入学志願動向等 

 競合校の過去３年間の入学志願状況は【資料１７】に示すとおり、幼児教育学科

の入学定員充足率は本学と同様に未充足となっており、令和４年度から６割を切っ

ている。令和６年度は前年より入学生が増加したものの６３名となった。岐阜県内

で幼児教育系学科を有する短期大学も押しなべて、入学定員充足率が６割から７割

となっている。 

本学の幼児教育学科は、入学定員充足率が令和４年度７０％、令和５年度５７％

であった。しかし令和６年度には入学者定員充足率が９９％まで改善した。 

 以上のことから、競合校は入学定員が未充足であり、岐阜県内の幼児教育系学科

で定員を充足している短期大学はない。その中で、本学は毎年度岐阜県内で最も多

くの入学者を確保していることを踏まえ、後述する定員を充足できる根拠等を総合

的に判断して入学定員変更後においても、学生確保は可能であると考えている。 

 

ウ 収容定員を変更する組織において定員を充足できる根拠等 

 ここでは、収容定員を変更する本学の各学科の学問系統に近い岐阜県内の短期大

学の入学定員状況を分析する。 

幼児教育学科では【資料１８】に示すとおり、教育系の学科を設置している岐阜

県内の短期大学は４大学４学科（募集停止の大学は除く）であり、全学科が未充足

であるが、本学の幼児教育学科の入学定員充足率は毎年１位に位置していることか

ら、岐阜県内で教育系の学科を志望する受験生から本学が高い評価を得ていると考

える。令和６年４月入学をもって、岐阜県内の短期大学幼児教育学科が募集停止と

なったことを受け、その受け皿も必要となる。今後、入学定員を減ずることで定員

を充足できると考えている。 

社会福祉学科については、介護系学科を有する競合校がないため比較は難しい。

本学の社会福祉学科は、入学定員充足率が令和４年度１２１.２％、令和５年度１０

２.５％、令和６年度１１７.５％であり、毎年定員を充足している。本学社会福祉

学科の留学生３５名が令和６年に実施された介護福祉士国家試験を受験、うち３０

名が国家試験に合格するという快挙を成し遂げた。今後、介護人材の確保として優

秀な留学生の受け入れを拡大することで、入学定員を増加しても定員を充足できる

と考えている。 

以上のとおり、他大学と比較分析した各学科の入学定員充足状況や、上述した、
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高大連携の観点、幼児教育環境の観点、介護福祉環境の観点等を総合的に判断した

結果、本学の幼児教育学科及び社会福祉学科は、入学定員変更後においても定員を

充足することができると考えている。 

 

エ 学生納付金等の金額設定の理由 

  幼児教育学科及び社会福祉学科の初年度納付金は、【資料１９】の通りである。 

 今回の収容定員の変更は改組を伴うものではないため、収容定員変更後も現行の   

 金額を踏襲する。 

  幼児教育学科の初年度納付金は、岐阜県内の教育系・保育系の短期大学と比較 

するとほぼ同程度である。社会福祉学科は岐阜県内に介護福祉士養成を行ってい 

る短期大学がないため近隣の大学と比較すると、こちらもほぼ同程度であるとい 

える。また、本学では急速に進む高度情報化社会において情報通信技術の十分な 

活用能力を有する人材を養成すること、教育・授業改善を目的として２０２２年 

度入学生から、入学時に１人１台のノートパソコン（ Surface Go2） を無償 

貸与しており、一定の条件を満たした場合は卒業時に無償譲渡している。こうし 

たことから現在の学生納付金の金額設定は適切なものであると考える。 

 

 

③ 先行事例分析 

 先行事例がないため、省略。 

 

 

④ 学生確保に関するアンケート調査 

 収容定員変更に係る学則変更の届出のため省略。 

 

 

⑤ 人材需要に関するアンケート調査 

 幼児教育学科では幼稚園教諭及び保育士の養成を、社会福祉学科では介護福祉士

の養成を行っている。（２）①で示した通り、幼児教育学科には毎年４３００件程

度、社会福祉学会には１６００件程度の求人があり、岐阜県内の有効求人倍率は２

０２４年で幼児教育学科３.１２倍、社会福祉学科３.４３倍といずれも高い水準と

なっている。幼児教育学科及び社会福祉学科の過去５年間（令和元年～令和５年度）

の就職率を【資料２０】に示す。令和５年度まで、幼児教育学科は２２年連続、社

会福祉学科は２１年連続で就職率１００％を達成している。社会的に需要が高い幼

稚園教諭、保育士、介護福祉士の養成を行うこと、また幼児教育学科及び社会福祉

学科それぞれの入学定員の適正化を図る観点から、適当な収容定員の変更であると
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考える。 

  

 

（４） 収容定員を変更する組織の定員設定の理由 

 幼児教育学科及び社会福祉学科の過去５年間の入学定員、志願者数、受験者数、

合格者数、入学者数、入学定員充足率は【資料１２】の通りである。 

 幼児教育学科は入学定員を１００名として学生を募集しているが、令和２年度以

降入学者数が入学定員を充足できていない。１８歳人口の減少（【資料５】参照）や

高校生の進路選択における４年制大学志向もあり、志願者数をみても令和２年度以

降志願者数は減少傾向にある。一方、社会福祉学科は入学定員を８０名として学生

を募集しているが、【資料８】に示した通り外国人留学生を安定的に受け入れ始めた

ことにより令和２年度以降は入学定員を充足している。外国人留学生については毎

年５０名程度の受け入れを想定している。このような状況を踏まえて幼児教育学科

と社会福祉学科の入学定員の振り替えを行い、幼児教育学科は入学定員を１００名

から８０名に、社会福祉学科は入学定員を８０名から１００名にそれぞれ変更する

ことで入学定員充足率の適正化を図る。 
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